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は じ め に

平成５年４月１日に松本広域消防局が発足してから、今年度で３０

周年を迎えました。

この間、消防行政を取り巻く環境は大きく変化し、全国各地での豪

雨被害等、災害も複雑多様化、大規模化の傾向を強めています。

また、令和２年に我が国で新型コロナウイルス感染症が初めて確認

されてから感染拡大への恐怖と不安定な社会情勢をもたらしました。

コロナ禍で生まれた新しい日常は、人々が我慢や不自由を強いられる

ものとなりましたが、一方でリモートワークをはじめとする働き方の

見直しや、健康や家族を大切にする意識の芽生えなど、社会全体の意

識や価値観にプラスの変化をもたらすものも多くありました。

松本広域消防局といたしましては、コロナ禍で得た経験を最大限に

活かしながら地域住民の安全、安心と大規模災害への対応を視野に常

備消防力のさらなる強化を図ってまいる所存でございます。

本書は、３０周年特集号として、平成３０年度に発行された消防局

発足２５周年特集号以降の、平成３０年度から令和４年度までの主要

事務事業の概要、統計等を取りまとめたほか、５年間を振り返るべく、

主な出来事を写真集の形で編集しました。

この年報を多くの皆様に御高覧いただき、今後の消防防災の参考資

料としてお役に立てれば幸いです。

末筆ながら、皆様方の益々の御健勝と御多幸をお祈り申しあげます

とともに、今後の松本地域における消防行政の推進に、より一層の御

支援と御協力を賜りますようお願い申しあげます。

令和５年１０月

松本広域消防局
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指 揮 広 報 車
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1台
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出張所　　４

令和5年4月1日現在
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火　入　れ 23件
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こ　ん　ろ  13件

電気機器 9件
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火災件数 火災原因
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救急搬送状況
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製 造 所 ３件
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486件

合 計
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一般負傷

 車　両　   14件
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令和4年中

5位 電灯・電話等の配線 6件

そ　の　他 54件

不明・調査中 30件

交 通 事故

そ の 他

1,147件

2,251件

令和4年中

152件
88件
55件

3,267件

合　　　計
災　　　害
試　　　験
当番医照会
訓　　　練
悪　　　戯
他機関転送
そ　の　他

25,240件
19,864件

1,378件
436件

一　　目　　統　　計
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　⑴　位置

　⑵　地勢

　　　松本地域は長野県のほぼ中央に位置し、東西に５２㎞、南北に７３㎞、総面積は長野県の約

　　１４％を占める１，８６８．９３㎢となっています。このうち山林原野が約５８％、農地が約

　　１３％、宅地が約５％を占めており、西側には奥穂高岳や槍ヶ岳など日本の屋根といわれる北

　　アルプス連峰がそびえ、東側には八ヶ岳中信高原国定公園に属する美ヶ原高原や高ボッチ高原

　　などが広がり、四方が山々に囲まれています。

　　　また、四方から流れ出る川はこの地で一つになり、犀川（信濃川）となって日本海にそそい

　　でおり、これらの河川により扇状地や河岸段丘が形成され、豊かな自然の恵みや美しい景観を

　　もたらしています。　　

　　　気候は、位置及び地形から顕著な内陸性気候の特性を示しており、気温の日較差は大きく、

　　四季の変化に富み、また湿度が低いことからさわやかな気候となっています。

　　　また、海から離れ、標高の高い山々に囲まれていることから、降水量は年間約１，０００㎜

　　程度で、台風などによる強風や大雨などの自然災害が比較的少ない気候となっています。

　　

１　松本地域の位置及び地勢

■面 積 ㎢
■海 抜 ｍ
■人 口 人

（平成 年 月 日現在）

東経 137°57′16″

北緯 36°13′55″

■面 積 ㎢
■海 抜 ｍ
■人 口 人
（令和 年 月 日現在）

東経 137°57′16″

北緯 36°13′55″
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２　関係市村別面積・人口・世帯数

総  数 男 女

松 本 市

塩 尻 市

安曇野市

麻 績 村

生 坂 村

山 形 村

朝 日 村

筑 北 村

総 数

※　人口は、関係市村の住民基本台帳に外国人登録者数を含めた数値で、世帯数についても
　外国人の世帯数が含まれています。

（令和5年4月1日現在）

関係市村
面　積
（ｋ㎡）

    人　口　　

世 帯 数
人口密度

（人/ｋ㎡）

（
人
口
）

（年）

◆ 人口及び世帯数の推移

人口 世帯数

（
人
）

（年）

◆ 人口及び世帯数の推移

人 口 世帯数

（
世
帯
）
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（
世
帯
）

３　沿革

■背景と経緯
　松本地域２市４町１３村を一本化した広域消防体制がスタートする以前の松本
地域の消防体制は、地域住民の日常生活圏が広域化する中で、東筑摩郡10町村と
南安曇郡２村の１２町村が非常備消防の状況にあり、特に救急業務については、
松本市、塩尻市及び南安曇郡消防組合との応援協定に依存している状況にありま
した。
　そのような中、松本地域が国の「ふるさと市町村圏」の選定を受け、松本地域
広域行政事務組合が新たに策定した『第１次松本地域ふるさと市町村圏計画』に
おいて「消防体制の未整備地域の解消を図るとともに、圏域を一体化した広域常
備体制の整備を推進する」として、広域消防に関する広域的施策の骨子を位置づ
け、地域住民が等しく高度な消防サービスを受けることができる広域常備消防体
制の確立に向けた取組が図られることとなりました。

■平成元年度
　松本地方事務所の主宰により松本広域１９市町村の企画・財政担当課長及び消
防担当課長等による「広域消防研究会」が設置され、広域消防体制づくりに向け
ての検討を重ねました。
　平成２年２月１９日、広域消防研究会から松本地域広域行政事務組合管理者あ
てに検討結果が提出され、同年２月２７日開催の組合理事者会、組合議会議員協
議会において１９市町村を一体とした広域常備消防体制実現に向けての取組と今
後の推進体制について了承されました。

■平成２年度
　広域常備消防推進体制として、組合組織市町村の助役等を構成メンバーとした
「広域消防推進委員会」を、また、広域担当課長で構成する「広域消防推進委員
会幹事会」を、さらに、広域事務局内に松本市及び塩尻市等からの派遣職員で構
成する「広域消防推進プロジェクトチーム」を設置して、実務レベルでの調査研
究、検討が行われ、広域消防計画（案）を策定しました。

■平成３年度
4月19日 　広域消防推進委員会代表者会議を開催、広域消防業務開始日を平成５年４月１

日とする案を協議
4月30日 　正副管理者会において、広域消防計画（案）について協議され、素案を決定
5月29日 　第５回広域消防推進委員会幹事会において、組合規約の変更（共同処理事務に

消防に関する事務を加える）について協議
6月6日 　理事者会及び組合議会議員協議会において、広域消防計画を承認

7月25日 　組合規約の変更許可（長野県）
8月1日 　理事者会及び臨時組合議会を開催、平成３年度消防費補正予算案（新設署所建

設用地購入費ほか関係予算）を可決
10月2日 　非常備１２町村の「消防本部及び消防署を置かなければならない町村の指定」

に関する申請書を自治省消防庁に提出
10月31日 　政令指定要望（自治省消防庁ヒアリング）

1月8日 　第７回広域消防推進委員会を開催し、平成４年度消防費予算案（新設署所建設
費及び消防車両購入費等）を提示

2月7日 　定例組合議会において、平成４年度消防費当初予算を可決
3月7日 　政令指定内示（自治省）

■平成４年度
　自治省消防庁から政令指定の内示を受け、平成５年４月１日の業務開始に向け
　「広域消防準備室」を設置しました。

4月1日 　広域消防準備室の発足（９人体制）
　新規採用職員辞令交付　４６人

4月2日 　政令指定告示（自治省告示第７１号）
7月8日 　麻績消防署・明科消防署新築起工式

7月20日 　山形消防署・梓川消防署安曇出張所新築起工式
8月27日 　無線中継基地局新築起工
9月8日 　既存３消防本部職員階級統一昇任試験実施

1月25日 　無線中継基地局竣工
2月25日   新設署所竣工

　《松本広域消防局発足の経過》
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　新設署所消防車両納入
　水槽付消防ポンプ自動車　３台　普通ポンプ自動車　１台
　指揮広報車　４台　救急車　４台

3月1日 　新設署所配置職員辞令交付　２４人
3月8日 　合同竣工式（麻績消防署･明科消防署･山形消防署･安曇出張所･無線中継基地局）

3月31日 　松本市消防本部、塩尻市消防本部廃止及び南安曇郡消防組合解散
　１１９番通報回線切替え

　　　　《松本広域消防局発足》
■平成５年度

4月1日 　松本広域消防局発足式
　消防職員定数　３５２人
　新規採用職員辞令交付　２６人（消防職員数３２７人）

6月14日 　三防火管理協会（松本・塩尻・南安）連絡会の設立
7月11日 　「国宝松本城４００年まつり」「信州博覧会」の消防警備協力

　９月２６日までの間、延べ５００人の職員が警備協力
7月23日 　第２２回消防救助技術関東地区指導会　

　長野県代表　３種目１２人　ロープブリッジ渡過・斜めブリッジ救助・障害突破
10月1日 　消防吏員階級昇任辞令交付

　消防司令補　２人　消防士長　１０人　消防副士長　１４人
12月24日 　松本広域消防職員意見発表会
1月14日 　消防ポンプ自動車配置式（麻績消防署・明科消防署・山形消防署）
2月28日 　松本広域消防局初の高規格救急自動車を配置（丸の内消防署）
3月5日 　消防職員観閲式　消防職員ほか２６０人参加

3月27日 　第１回消防防災関係機関連絡会議開催　（消防、自衛隊、警察の三機関の連絡会）
　

■平成６年度
4月1日 　新規採用職員辞令交付　１２人（消防職員数３３８人）

5月23日 　救急救命士が搭乗する高規格救急自動車の運用開始（丸の内消防署）
6月27日 　松本市中毒ガス事故（松本サリン事件）発生　死者７人
6月29日 　松本空港及びその周辺における消火救難活動に関する協定締結
7月22日 　第２３回消防救助技術関東地区指導会　

　長野県代表　２種目６人　ロープブリッジ渡過・斜めブリッジ救助
8月25日 　第２３回全国消防救助技術大会

　関東地区代表　１種目１人　ロープブリッジ渡過
10月1日 　消防吏員階級昇任辞令交付

　消防司令補　６人　消防士長　１４人　消防副士長　１９人
12月9日 　山間地救助業務開始
1月17日 　阪神・淡路大震災

1月21日～26日 　阪神・淡路大震災被災地へ救助隊１隊を応援派遣
　（救助工作車１台、支援車１台、職員８人）

2月11日 　安曇村中の湯地籍水蒸気爆発事故発生　死者４人

■平成７年度
4月1日 　新規採用職員辞令交付　１１人（消防職員数３４８人）

4月24日 　救急指導医委嘱（任期２年）
7月21日 　第２４回消防救助技術関東地区指導会　

　長野県代表　１種目１人　ロープブリッジ渡過
9月14日 　松本広域圏救急医療連絡協議会設立
10月2日 　消防吏員階級昇任辞令交付

　消防司令補　１２人　消防士長　１９人　消防副士長　４人
10月27日 　県営松本空港消防訓練（ＭＤ８７機使用）
11月28日 　「第二次松本広域消防計画」策定

11月28日～29日 　第１回緊急消防援助隊合同訓練参加（東京都）（高規格救急自動車１台、職員３人）
12月26日 　救助工作車(Ⅱ型）配置式（渚消防署）

1月1日 　火災統計システム稼動
1月17日 　第１回松本広域圏震災総合防災訓練及び消防職員観閲式

　（車両５６台　職員２２９人参加）
1月25日 　文化財防火デー国宝松本城消防総合訓練（消防庁長官及び文化庁長官視察）
2月14日 　長野県消防相互応援協定書調印式
3月28日 　災害対応特殊救急自動車（高規格救急自動車）運用開始
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7月21日 　第２４回消防救助技術関東地区指導会　

　長野県代表　１種目１人　ロープブリッジ渡過
9月14日 　松本広域圏救急医療連絡協議会設立
10月2日 　消防吏員階級昇任辞令交付

　消防司令補　１２人　消防士長　１９人　消防副士長　４人
10月27日 　県営松本空港消防訓練（ＭＤ８７機使用）
11月28日 　「第二次松本広域消防計画」策定

11月28日～29日 　第１回緊急消防援助隊合同訓練参加（東京都）（高規格救急自動車１台、職員３人）
12月26日 　救助工作車(Ⅱ型）配置式（渚消防署）
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1月25日 　文化財防火デー国宝松本城消防総合訓練（消防庁長官及び文化庁長官視察）
2月14日 　長野県消防相互応援協定書調印式
3月28日 　災害対応特殊救急自動車（高規格救急自動車）運用開始

■平成８年度
4月1日 　消防局塩尻・豊科分室をそれぞれの消防署に統合

　新規採用職員辞令交付　５人（消防職員数３４６人）
7月17日 　第２５回消防救助技術関東支部指導会　

　長野県代表  ３種目８人　ロープブリッジ渡過（２人）・はしご登はん
・斜めブリッジ救助

8月1日 　災害現場への医師会医療救護班の派遣要請に関する「覚書」締結（圏域１９市町村）
9月19日～20日 　第１回長野県緊急消防援助隊合同訓練実施（長野市）（車両６台、職員２０人）

10月1日 　松本広域消防局消防職員委員会に関する規則及び松本広域消防局消防職員委員会の
運営に関する規程施行
　消防吏員階級昇任辞令交付
　消防司令補　５人　消防士長　４人　消防副士長　１１人

11月15日 　松本広域消防局消防職員委員会委員辞令交付
　委員長　１人　委員　１２人
　管内市町村を一元化した「緊急通報システム（あんしん電話）」運用開始

12月6日～16日 　北安曇郡小谷村蒲原沢土石流災害応援派遣　死者１４人　負傷者８人
　延べ車両４２台　職員１３７人派遣

1月17日 　第２回松本広域圏震災総合防災訓練（塩尻市）
1月31日 　高度救助用資機材配置（渚消防署救助工作車に積載）
2月27日 　松本広域消防局消防職員委員会第１回委員会開催

■平成９年度
4月1日 　消防職員定数改正（３５２人→３５３人）

　新規採用職員辞令交付　８人（消防職員数３４７人）
　長野県消防防災航空隊発足（職員３人を派遣）

6月9日 　松本広域圏ライオンズクラブ献眼事業協力に関する協定締結
7月25日 　第２６回消防救助技術関東地区指導会　

　長野県代表  ３種目８人　ロープブリッジ渡過（２人）・はしご登はん
・斜めブリッジ救助

10月1日 　消防吏員階級昇任辞令交付
　消防司令補　９人　消防士長　１１人　消防副士長　１４人

10月14日～15日 　第２回長野県緊急消防援助隊合同訓練（松本市）
11月14日 　松本地域広域行政事務組合設立２０周年・広域消防発足５年記念式典

　（松本市音楽文化ホール）
11月20日 　中部縦貫自動車道安房トンネル消防相互応援協定及び覚書締結
12月22日 　東筑摩郡防火管理協会設立
1月17日 　第３回松本広域圏震災総合防災訓練（本城村）

2月5日～24日 　長野冬季オリンピック競技会場の防災、救護体制確保のため長野市消防局へ８人の
職員を派遣

3月25日 　「１１９番通報発信地表示システム」運用開始

■平成１０年度
5月26日 　長野県自治体消防５０周年記念大会（長野県文化会館）　受賞者４３人
6月4日 　長野県総合防災訓練（塩尻市）

　上高地地区防災訓練（安曇村）
7月24日 　第２７回消防救助技術関東地区指導会　

　長野県代表  ３種目８人　ロープブリッジ渡過（２人）・はしご登はん
・斜めブリッジ救助

8月7日 　長野・岐阜県境における群発地震発生　安曇出張所増員配置（8/10～9/7）
8月28日 　第２７回全国消防救助技術大会

　関東地区代表　２種目６人  ロープブリッジ渡過・斜めブリッジ救助
10月1日 　消防吏員階級昇任辞令交付

　消防司令補　１５人　消防士長　１４人　消防副士長　２人
10月6～7日 　第３回長野県緊急消防援助隊合同訓練（上田市）

11月8日 　豊科町自治体消防５０周年記念式典（豊科町公民館）
1月17日 　第４回松本広域圏震災総合防災訓練（梓川村）
1月31日 　松本地域広域行政事務組合解散
2月1日   松本広域連合設立

2月16日 　連続不審火発生（合計４件）
　　2月16日（３件　死者１人）　
　　2月16日　連続不審火対策本部の設置
　　2月17日（１件）
　　2月23日　連続不審火対策本部の解散

3月30日 　高規格救急自動車配置式（本郷消防署・穂高消防署・麻績消防署）
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■平成１１年度
4月1日 　新規採用職員辞令交付　３人（消防職員数３５３人）

　予防課に火災調査統括官を配置（火災調査体制の整備）
　広域連合移行に伴う権限委譲（火薬類・液化石油ガス関係）

7月22日 　第２８回消防救助技術関東地区指導会 長野県代表 １種目１人 はしご登はん
10月1日 　消防吏員階級昇任辞令交付

　消防監　３人　消防司令補　９人　消防士長　２人　消防副士長　１４人
10月6日～7日 　第４回長野県緊急消防援助隊合同訓練（飯田市）

10月22日～23日 　緊急消防援助隊関東ブロック訓練（立川市）
1月17日 　第５回松本広域圏震災総合防災訓練（波田町）
3月7日 　『松本広域消防の歌』制定

3月12日 　『松本広域連合消防計画』策定
3月17日 　寄贈水槽付消防ポンプ自動車受納式（梓川消防署）
3月24日 　高規格救急自動車配置式（渚消防署・安曇出張所）

■平成１２年度
4月1日 　消防職員定数改正（３５３人→３９５人）

　初の女性消防吏員を１人採用
　消防局に特別救助隊を設置し、警防課に特別救助隊長を配置

4月3日 　新規採用職員辞令交付　１４人（消防職員数３６２人）
4月11日 　特別救助隊発足式
4月28日 　本郷消防署・浅間温泉文化センター竣工式

6月6日～7日 　第５回長野県緊急消防援助隊合同訓練（佐久市）
7月14日 　第２９回消防救助技術関東地区指導会　

　長野県代表　２種目２人　はしご登はん・ロープブリッジ渡過
8月18日 　第２９回全国消防救助技術大会

　関東地区代表　１種目１人　ロープブリッジ渡過
10月1日 　消防吏員階級昇任辞令交付

　消防司令補　９人　消防士長　９人　消防副士長　１７人
10月6日 　防災車運用開始式

10月23～24日 　第２回緊急消防援助隊全国合同訓練（東京都）
10月27日 　消防庁に国際消防救助隊編成協力市町村として、松本広域連合が正式登録
12月22日 　聴覚障がい者緊急通報ＦＡＸの拡大運用開始（２市１０町村へ）
1月17日 　第６回松本広域圏震災総合防災訓練（堀金村）

1月27日～2月5日 　長野県中南部を中心とする大雪（松本市で積雪６４cmを記録）
3月6日 　高規格救急自動車配置式（広丘消防署・明科消防署）

■平成１３年度
4月1日 　新規採用職員辞令交付　１１人（消防職員数３６９人）

　消防庁の国際消防救助隊（IRT）登録消防本部として運用開始（隊員８人）
6月27日 　高規格救急自動車配置式（芳川消防署）

　救急隊配置の１３消防署所全てに「高規格救急自動車」配備完了
7月6日 　第３０回消防救助技術関東地区指導会　　

　長野県代表　２種目６人　ロープブリッジ渡過・障害突破
9月3日～7日 　新宿雑居ビル火災を受けて緊急立入検査を実施

　（管内３階建以上の飲食店等　３２７件を調査）
9月17日 　松本市大手２丁目（通称西堀地区）において大規模建物火災発生

　全焼７棟　半焼３棟　部分焼１棟　計１１棟焼損
　焼損床面積２，１３３㎡及び焼損表面積５２㎡　死者３人　負傷者３人
　り災世帯１０世帯　り災人員２１人

10月1日 　消防吏員階級昇任辞令交付
　消防司令補　１８人　消防士長　１５人　消防副士長　１３人

10月1日～15日 　新宿雑居ビル火災を受けて緊急立入検査を実施
　（管内２階建以上の飲食店等　５４４件を調査）

10月16日～17日 　緊急消防援助隊関東ブロック合同訓練及び長野県緊急消防援助隊合同訓練（長野市）
1月17日 　第７回松本広域圏震災総合防災訓練（松本市）
1月27日 　大雪対策本部設置（松本市で積雪４４cmを記録）
2月21日 　第２３回長野県消防職員意見発表会（大町市）

　松本広域消防局代表　最優秀賞
2月22日 　サッカーＷ杯キャンプ警備本部設置（パラグアイ・ナショナルチーム５月来松）
3月4日 　特殊災害対応隊発足式（芳川消防署）

3月21日～23日 　松本市本郷地区において大規模山林火災発生
　焼損面積１７５．８６ha　出動車両延べ１１７台（内ヘリコプター１５機）
　出動人員延べ１，８０１人

3月25日 　消防局増築庁舎竣工
3月31日 　緊急消防援助隊に特殊災害対応隊を登録
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■平成１１年度
4月1日 　新規採用職員辞令交付　３人（消防職員数３５３人）

　予防課に火災調査統括官を配置（火災調査体制の整備）
　広域連合移行に伴う権限委譲（火薬類・液化石油ガス関係）

7月22日 　第２８回消防救助技術関東地区指導会 長野県代表 １種目１人 はしご登はん
10月1日 　消防吏員階級昇任辞令交付

　消防監　３人　消防司令補　９人　消防士長　２人　消防副士長　１４人
10月6日～7日 　第４回長野県緊急消防援助隊合同訓練（飯田市）

10月22日～23日 　緊急消防援助隊関東ブロック訓練（立川市）
1月17日 　第５回松本広域圏震災総合防災訓練（波田町）
3月7日 　『松本広域消防の歌』制定

3月12日 　『松本広域連合消防計画』策定
3月17日 　寄贈水槽付消防ポンプ自動車受納式（梓川消防署）
3月24日 　高規格救急自動車配置式（渚消防署・安曇出張所）

■平成１２年度
4月1日 　消防職員定数改正（３５３人→３９５人）

　初の女性消防吏員を１人採用
　消防局に特別救助隊を設置し、警防課に特別救助隊長を配置

4月3日 　新規採用職員辞令交付　１４人（消防職員数３６２人）
4月11日 　特別救助隊発足式
4月28日 　本郷消防署・浅間温泉文化センター竣工式

6月6日～7日 　第５回長野県緊急消防援助隊合同訓練（佐久市）
7月14日 　第２９回消防救助技術関東地区指導会　

　長野県代表　２種目２人　はしご登はん・ロープブリッジ渡過
8月18日 　第２９回全国消防救助技術大会

　関東地区代表　１種目１人　ロープブリッジ渡過
10月1日 　消防吏員階級昇任辞令交付

　消防司令補　９人　消防士長　９人　消防副士長　１７人
10月6日 　防災車運用開始式

10月23～24日 　第２回緊急消防援助隊全国合同訓練（東京都）
10月27日 　消防庁に国際消防救助隊編成協力市町村として、松本広域連合が正式登録
12月22日 　聴覚障がい者緊急通報ＦＡＸの拡大運用開始（２市１０町村へ）
1月17日 　第６回松本広域圏震災総合防災訓練（堀金村）

1月27日～2月5日 　長野県中南部を中心とする大雪（松本市で積雪６４cmを記録）
3月6日 　高規格救急自動車配置式（広丘消防署・明科消防署）

■平成１３年度
4月1日 　新規採用職員辞令交付　１１人（消防職員数３６９人）

　消防庁の国際消防救助隊（IRT）登録消防本部として運用開始（隊員８人）
6月27日 　高規格救急自動車配置式（芳川消防署）

　救急隊配置の１３消防署所全てに「高規格救急自動車」配備完了
7月6日 　第３０回消防救助技術関東地区指導会　　

　長野県代表　２種目６人　ロープブリッジ渡過・障害突破
9月3日～7日 　新宿雑居ビル火災を受けて緊急立入検査を実施

　（管内３階建以上の飲食店等　３２７件を調査）
9月17日 　松本市大手２丁目（通称西堀地区）において大規模建物火災発生

　全焼７棟　半焼３棟　部分焼１棟　計１１棟焼損
　焼損床面積２，１３３㎡及び焼損表面積５２㎡　死者３人　負傷者３人
　り災世帯１０世帯　り災人員２１人

10月1日 　消防吏員階級昇任辞令交付
　消防司令補　１８人　消防士長　１５人　消防副士長　１３人

10月1日～15日 　新宿雑居ビル火災を受けて緊急立入検査を実施
　（管内２階建以上の飲食店等　５４４件を調査）

10月16日～17日 　緊急消防援助隊関東ブロック合同訓練及び長野県緊急消防援助隊合同訓練（長野市）
1月17日 　第７回松本広域圏震災総合防災訓練（松本市）
1月27日 　大雪対策本部設置（松本市で積雪４４cmを記録）
2月21日 　第２３回長野県消防職員意見発表会（大町市）

　松本広域消防局代表　最優秀賞
2月22日 　サッカーＷ杯キャンプ警備本部設置（パラグアイ・ナショナルチーム５月来松）
3月4日 　特殊災害対応隊発足式（芳川消防署）

3月21日～23日 　松本市本郷地区において大規模山林火災発生
　焼損面積１７５．８６ha　出動車両延べ１１７台（内ヘリコプター１５機）
　出動人員延べ１，８０１人

3月25日 　消防局増築庁舎竣工
3月31日 　緊急消防援助隊に特殊災害対応隊を登録

■平成１４年度
4月1日 　新規採用職員辞令交付　１３人（消防職員数３７５人）
5月9日 　サッカーＷ杯パラグアイ松本キャンプ消防警備実施（延べ１４日）

　延べ警備時間６２時間　延べ実施数３３回　延べ車両６１台　延べ職員数２４１人
5月28日 　消防庁・林野庁林野火災対策調査研究会委員に消防局長選出
6月15日 　サッカーＷ杯パラグアイ松本キャンプ消防警備本部解散
7月19日 　第３１回消防救助技術関東地区指導会　　

　長野県代表　３種目１１人　ロープブリッジ渡過・引揚救助・障害突破
8月8日 　消防庁長官ほか消防庁・林野庁林野火災対策調査研究会現地視察（本郷地区）

8月23日 　第３１回全国消防救助技術大会
　関東地区代表　１種目１人　ロープブリッジ渡過

9月11日 　水槽付消防ポンプ自動車シャーシー寄贈式
10月1日 　消防吏員階級昇任辞令交付式

　消防司令補　１０人　消防士長　１５人　消防副士長　１２人
10月17日 　関東管区広域緊急援助隊総合訓練（松本市）
11月7日 　第７回長野県緊急消防援助隊合同訓練及び長野県総合防災訓練（松本市）

11月11日～12日 　緊急消防援助隊関東ブロック合同訓練（埼玉県）
11月30日 　ドクターカー２０周年記念事業

　基調講演　消防庁救急救助課担当官　町田　宗仁氏
1月5日 　上高地乗鞍スーパー林道雪崩災害発生　負傷者２人　車両１６台、職員１５１人

1月15日 　松本地区タクシー防犯協会との災害発生時の情報提供等の連携を依頼
1月17日 　第８回松本広域圏震災総合防災訓練（塩尻市）
1月23日 　大雪対策本部設置（松本市で積雪３９cmを記録）
2月20日 　第２４回長野県消防職員意見発表会（佐久市）　松本広域消防局代表　最優秀賞
3月1日 　「林野火災防止特別強化月間」の制定

　（平成１４年３月２１日に発生した松本市本郷地区山林火災を教訓に制定）
3月20日 　消防車両配置式

　（はしご車・化学自動車・水槽付消防ポンプ自動車・消防ポンプ自動車）
3月24日 　松本広域消防局増築庁舎・新消防通信指令システム運用開始式

　・災害弱者緊急通報システム　・聴覚障がい者等災害通報受付サービス
　・災害情報提供サービス
　松本広域消防局ホームページ開設

■平成１５年度
4月1日 　新規採用職員辞令交付　１５人（消防職員数３８５人）

5月28日 　救急救命士による除細動運用開始
6月30日 　隊員の安全性と機能性を考慮した防火衣に更新
7月31日 　第３２回消防救助技術関東地区指導会　長野県代表　１種目５人　障害突破
10月1日 　消防法改正により、表示マーク制度から暫定適マーク制度へ移行

　防火対象物定期点検報告制度施行
　消防吏員階級昇任辞令交付
　消防司令補　７人　消防士長　１６人　消防副士長　５人

10月17日 　第８回長野県緊急消防援助隊合同訓練及び長野県総合防災訓練（中野市）
10月27日～28日 　緊急消防援助隊関東ブロック合同訓練（山梨県）

1月17日 　第９回松本広域圏震災総合防災訓練（明科町）
2月22日 　松本広域消防発足１０周年記念式典挙行（松本市　Ｍウイング）
2月27日 　消防車両配置式（水槽付消防ポンプ自動車・消防ポンプ自動車・高規格救急自動車）

　
■平成１６年度

4月1日 　新規採用職員辞令交付　１０人（消防職員数３８９人）
　緊急消防援助隊登録　計１４隊６０人

6月10日 　指揮広報車配置式（庄内出張所・本郷消防署・麻績消防署・山形消防署）
7月1日 　新規採用職員辞令交付　１人（消防職員数３８９人）

7月16日 　第３３回消防救助技術関東地区指導会　
　長野県代表　３種目１９人　ロープブリッジ渡過・引揚救助・障害突破（２チーム）

7月13日～15日 　緊急消防援助隊派遣（新潟県・福島県豪雨災害）
7月18日～19日 　緊急消防援助隊派遣（福井県豪雨災害）

10月1日 　消防吏員階級昇任辞令交付
　消防司令補　１５人　消防士長　５人　消防副士長　９人

10月14日～15日 　第９回長野県緊急消防援助隊合同訓練及び長野県総合防災訓練（東御市）
10月25日～28日 　緊急消防援助隊派遣（新潟県中越地震）

11月26日 　救急救命士による気管挿管運用開始
12月2日 　救助工作車配置式（豊科消防署）
1月17日 　第１０回松本広域圏震災総合防災訓練（豊科町）　※第１０回をもって終了
3月25日 　丸の内消防署庄内出張所新庁舎竣工

　消防ポンプ自動車配置式（丸の内消防署・塩尻消防署）
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■平成１７年度
4月1日 　塩尻市と合併した旧木曽郡楢川村の区域における消防事務を木曽広域連合に事務委託

　新規採用職員辞令交付　６人（消防職員数３８７人）
　緊急消防援助隊登録　計１５隊６５人

5月7日 　丸の内消防署庄内出張所新庁舎竣工披露式
6月3日 　出前防災訓練開始（年間１７１回、１０，９０２人参加）

6月10日～11日 　第３回緊急消防援助隊全国合同訓練参加（静岡市）
7月20日 　第３４回消防救助技術関東地区指導会（埼玉県大槻市）

　長野県代表　２種目６人　はしご登はん・ロープブリッジ救出
7月29日 　高規格救急自動車配置式（塩尻消防署）
10月1日 　消防吏員階級昇任辞令交付

　消防司令補　１１人　消防士長　９人　消防副士長　１２人
10月13日 　第１０回長野県緊急消防援助隊合同訓練及び長野県総合防災訓練（茅野市）

10月29日～30日 　緊急消防援助隊関東ブロック合同訓練（水戸市）
12月1日 　携帯電話からの１１９番通報直接受信開始
12月6日 　塩尻消防署職員殉職

12月24日 　殉職者準公葬挙行
1月10日 　毎月６日を「安全管理の日」、１２月６日を「安全管理徹底の日」と制定
3月13日 　はしご車配置式（渚消防署）

■平成１８年度
4月1日 　新規採用職員辞令交付　４人（消防職員数３８９人）

　長野県危機管理局へ研修派遣　１人（H18.4.1～H21.3.31）
　緊急消防援助隊登録　計１７隊７５人

4月10日 　救急救命士による薬剤投与運用開始
4月24日 　連絡車配置式（消防局）

7月19日～20日 　岡谷市湊地区土石流災害発生　死者７人
　相互応援協定による災害派遣　３隊　延べ職員１９人

7月20日 　第３５回消防救助技術関東地区指導会　
　長野県代表　２種目９人　ロープブリッジ救出・障害突破

8月24日 　第３５回全国消防救助技術大会（札幌市）
　長野県代表　２種目２人　ロープブリッジ渡過・はしご登はん

9月15日 　消防庁の消防広域再編アドバイザー制度により、消防広域化推進アドバイザーとし
て職員１人が登録

9月30日 　表示マーク制度の猶予期間終了に伴い、暫定適マーク制度廃止
10月1日 　消防吏員階級昇任辞令交付

　消防司令補　７人　消防士長　１２人　消防副士長　１０人
10月23日～24日 　第１１回長野県緊急消防援助隊合同訓練及び長野県総合防災訓練（木曽福島町）

10月31日 　芳川消防署新庁舎竣工
11月11日～12日 　緊急消防援助隊関東ブロック合同訓練（宇都宮市）

11月16日 　松本広域消防職員意見発表会（第１次）
12月1日 　松本広域消防職員意見発表会（第２次）
12月6日 　殉職者追悼式挙行

12月17日 　芳川消防署新庁舎竣工披露式
2月20日 　水槽付消防ポンプ自動車配置式　２台（山辺出張所・麻績消防署）
3月12日 　「松本広域連合消防計画」改訂
3月15日 　本郷消防署山辺出張所庁舎耐震化等改修工事完了

■平成１９年度
4月1日 　総務省消防庁へ研修派遣　１人（H19.4.1～H21.3.31）

　緊急消防援助隊登録　計２０隊８５人
4月2日 　新規採用職員辞令交付　１３人（消防職員数３８９人）

5月22日 　指揮広報車配置式（丸の内消防署、梓川消防署）
6月20日～26日 　東京都渋谷区の天然ガスを利用した温泉施設の爆発火災を受け、管内２か所の施設

で緊急特別査察を実施
7月19日 　第３６回消防救助技術関東地区指導会（新潟県中越沖地震のため中止）
8月22日 　第３６回全国消防救助技術大会（東京都）

　関東地区代表　１種目４人　ロープブリッジ救出
9月12日～13日 　消防広域化職員研修会

10月1日 　消防吏員階級昇任辞令交付
　消防司令補　１０人　消防士長　１０人　消防副士長　１１人

10月20日～21日 　緊急消防援助隊関東ブロック合同訓練（前橋市）
10月28日 　第１２回長野県緊急消防援助隊合同訓練及び長野県総合防災訓練（須坂市）
12月5日 　第１５回松本広域消防職員意見発表会開催

12月15日 　木曽郡王滝村おんたけ２２４０スキー場ゴンドラ事故に伴う応援派遣
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■平成１７年度
4月1日 　塩尻市と合併した旧木曽郡楢川村の区域における消防事務を木曽広域連合に事務委託

　新規採用職員辞令交付　６人（消防職員数３８７人）
　緊急消防援助隊登録　計１５隊６５人

5月7日 　丸の内消防署庄内出張所新庁舎竣工披露式
6月3日 　出前防災訓練開始（年間１７１回、１０，９０２人参加）

6月10日～11日 　第３回緊急消防援助隊全国合同訓練参加（静岡市）
7月20日 　第３４回消防救助技術関東地区指導会（埼玉県大槻市）

　長野県代表　２種目６人　はしご登はん・ロープブリッジ救出
7月29日 　高規格救急自動車配置式（塩尻消防署）
10月1日 　消防吏員階級昇任辞令交付

　消防司令補　１１人　消防士長　９人　消防副士長　１２人
10月13日 　第１０回長野県緊急消防援助隊合同訓練及び長野県総合防災訓練（茅野市）

10月29日～30日 　緊急消防援助隊関東ブロック合同訓練（水戸市）
12月1日 　携帯電話からの１１９番通報直接受信開始
12月6日 　塩尻消防署職員殉職

12月24日 　殉職者準公葬挙行
1月10日 　毎月６日を「安全管理の日」、１２月６日を「安全管理徹底の日」と制定
3月13日 　はしご車配置式（渚消防署）

■平成１８年度
4月1日 　新規採用職員辞令交付　４人（消防職員数３８９人）

　長野県危機管理局へ研修派遣　１人（H18.4.1～H21.3.31）
　緊急消防援助隊登録　計１７隊７５人

4月10日 　救急救命士による薬剤投与運用開始
4月24日 　連絡車配置式（消防局）

7月19日～20日 　岡谷市湊地区土石流災害発生　死者７人
　相互応援協定による災害派遣　３隊　延べ職員１９人

7月20日 　第３５回消防救助技術関東地区指導会　
　長野県代表　２種目９人　ロープブリッジ救出・障害突破

8月24日 　第３５回全国消防救助技術大会（札幌市）
　長野県代表　２種目２人　ロープブリッジ渡過・はしご登はん

9月15日 　消防庁の消防広域再編アドバイザー制度により、消防広域化推進アドバイザーとし
て職員１人が登録

9月30日 　表示マーク制度の猶予期間終了に伴い、暫定適マーク制度廃止
10月1日 　消防吏員階級昇任辞令交付

　消防司令補　７人　消防士長　１２人　消防副士長　１０人
10月23日～24日 　第１１回長野県緊急消防援助隊合同訓練及び長野県総合防災訓練（木曽福島町）

10月31日 　芳川消防署新庁舎竣工
11月11日～12日 　緊急消防援助隊関東ブロック合同訓練（宇都宮市）

11月16日 　松本広域消防職員意見発表会（第１次）
12月1日 　松本広域消防職員意見発表会（第２次）
12月6日 　殉職者追悼式挙行

12月17日 　芳川消防署新庁舎竣工披露式
2月20日 　水槽付消防ポンプ自動車配置式　２台（山辺出張所・麻績消防署）
3月12日 　「松本広域連合消防計画」改訂
3月15日 　本郷消防署山辺出張所庁舎耐震化等改修工事完了

■平成１９年度
4月1日 　総務省消防庁へ研修派遣　１人（H19.4.1～H21.3.31）

　緊急消防援助隊登録　計２０隊８５人
4月2日 　新規採用職員辞令交付　１３人（消防職員数３８９人）

5月22日 　指揮広報車配置式（丸の内消防署、梓川消防署）
6月20日～26日 　東京都渋谷区の天然ガスを利用した温泉施設の爆発火災を受け、管内２か所の施設

で緊急特別査察を実施
7月19日 　第３６回消防救助技術関東地区指導会（新潟県中越沖地震のため中止）
8月22日 　第３６回全国消防救助技術大会（東京都）

　関東地区代表　１種目４人　ロープブリッジ救出
9月12日～13日 　消防広域化職員研修会

10月1日 　消防吏員階級昇任辞令交付
　消防司令補　１０人　消防士長　１０人　消防副士長　１１人

10月20日～21日 　緊急消防援助隊関東ブロック合同訓練（前橋市）
10月28日 　第１２回長野県緊急消防援助隊合同訓練及び長野県総合防災訓練（須坂市）
12月5日 　第１５回松本広域消防職員意見発表会開催

12月15日 　木曽郡王滝村おんたけ２２４０スキー場ゴンドラ事故に伴う応援派遣

1月18日 　長野県国民保護図上訓練（長野県庁　長野県防災センター）
2月1日 　「消防活動体験集」の発行

2月15日 　水槽付消防ポンプ自動車配置式（芳川消防署、塩尻消防署、山形消防署）
　高規格救急自動車配置式（豊科消防署、麻績消防署）

2月25日 　穂高消防署庁舎増改築及び耐震化等改修工事完了
3月1日 　災害放送案内システム機器更新
3月7日 　自治体消防制度６０周年記念式典（日本武道館）

3月11日 　豊科消防署庁舎耐震化等改修工事完了

■平成２０年度
4月1日 　新規採用職員辞令交付　１６人（消防職員数３９０人）

　緊急消防援助隊登録　計２１隊　　　
4月8日 　中南信地域消防広域化推進事務局開所式（職員１人派遣）

5月30日 　自治体消防６０周年長野県大会（長野県民文化会館）
6月25日 　指揮広報車配置式（広丘消防署）
7月31日 　第３７回消防救助技術関東地区指導会（千葉市）

　長野県代表　２種目９人　ロープブリッジ救出・障害突破
8月29日 　第３７回全国消防救助技術大会出場（北九州市）

　長野県代表　２種目２人　ロープブリッジ渡過・はしご登はん
　関東地区代表　１種目４人　ロープブリッジ救出

9月22日 　中南信消防広域化協議会設立
10月1日 　消防吏員階級昇任辞令交付

　消防司令補　７人　消防士長　１１人　消防副士長　８人
  通信指令システム基本機器交換（延命措置）
　携帯電話等発信地表示システム導入（ＧＰＳ対応）

10月21日 　住宅防火対策シンポジウム（松本県民文化会館）
10月26日 　第１３回長野県緊急消防援助隊合同訓練及び長野県総合防災訓練（小諸市）
11月14日 　松本広域消防職員意見発表会（第１次）

11月19日～20日 　緊急消防援助隊関東ブロック合同訓練（横浜市）
11月26日 　長野県国民保護実動訓練（長野市）
12月3日 　松本広域消防職員意見発表会（第２次）
1月26日 　水槽付消防ポンプ自動車配置式（渚消防署、豊科消防署）

　救助工作車（Ⅱ型）配置式（塩尻消防署）
　高規格救急自動車配置式（本郷消防署、穂高消防署）※１台はドクターカー兼用

11月27日～28日 　消防広域化職員研修会（松本市音楽文化ホール）
2月19日 　第３０回長野県消防職員意見発表会　松本広域消防局代表　最優秀賞
3月8日 　松本広域連合発足１０周年・松本広域消防局発足１５周年・ふるさと市町村圏

　選定２０周年記念式典（松本市中央公民館）　
3月11日 　渚消防署庁舎耐震化等改修工事完了　
3月26日 　梓川消防署庁舎耐震化等改修工事完了　
3月31日 　消防音楽隊活動休止

■平成２１年度
4月1日 　新規採用職員辞令交付　９人（消防職員数３９３人）

　総務省消防庁へ研修派遣　１人（H21.4.1～H23.3.31）
4月23日 　第３２回全国消防長会関東支部消防職員意見発表会  松本広域消防局代表　優秀賞
6月22日 　消防広域化のあり方検討会（東京消防庁）

7月7日～9日 　消防広域化研修会
7月23日 　第３８回消防救助技術関東地区指導会（横浜市）

　長野県代表　１種目５人　引揚救助
8月1日 　中南信消防広域化協議会事務局へ派遣　１人（嘱託）

8月17日 　広域化協議会研修「Fireman Meeting 2009」（伊那市）
8月20日 　第３８回全国消防救助技術大会（横浜市）

　長野県代表　１種目１人　はしご登はん
10月1日 　消防吏員階級昇任辞令交付

　消防司令補　６人　消防士長　７人　消防副士長　１０人
　通信指令システム基本機器以外の改修（延命措置）
　タウンページデータによるテナント情報、住宅地図連動の航空写真表示の導入

10月25日 　第１４回長野県緊急消防援助隊合同訓練及び長野県総合防災訓練（伊那市）
11月6日 　松本広域消防職員意見発表会（第１次）

11月14日～15日 　緊急消防援助隊関東ブロック合同訓練（千葉市）
11月24日 　高規格救急車配置式（渚消防署、梓川消防署、梓川消防署安曇出張所）
12月2日 　松本広域消防職員意見発表会（第２次）
2月18日 　第３１回長野県消防職員意見発表会（駒ヶ根市）
2月26日 　広丘消防署庁舎耐震化等改修工事完了
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■平成２２年度
4月1日 　新規採用職員辞令交付　１３人（消防職員数３９３人）

4月23日 　災害現場用携帯電話導入（２０台）
6月4日～5日 　第４回緊急消防援助隊全国合同訓練（愛知県）

7月1日 　あんしん電話センター装置更新
7月14日 　第３９回消防救助技術関東地区指導会（神奈川県消防学校）

　長野県代表　２種目９人　ロープブリッジ救出・障害突破
7月21日 　広域化協議会研修「Fireman Meeting 2010」（塩尻市総合文化センター）
8月1日 　長野県消防ポンプ操法・ラッパ吹奏大会（塩尻市）

8月27日 　第３９回全国消防救助技術大会（京都市）
　長野県代表　１種目１人　はしご登はん

9月1日 　位置情報通知システム（統合型）導入
9月26日 　第１５回長野県総合防災訓練及び長野県緊急消防援助隊合同訓練（安曇野市）
10月1日 　平成２３年度緊急消防援助隊関東ブロック合同訓練長野県実行委員会事務局

へ派遣　１人　（H22.10.1～H24.3.31）
　消防吏員階級昇任辞令交付
　消防司令補　９人　消防士長　１０人　消防副士長　７人

11月8日 　松本広域消防職員意見発表会（第１次）
11月20日～21日 　緊急消防援助隊関東ブロック合同訓練（東京都）

12月6日～7日 　消防広域化研修会（将来ビジョン研修会）
12月13日 　松本広域消防職員意見発表会（第２次）
1月27日 　水槽付消防ポンプ自動車（兼用救助工作車）車両配置式（麻績村）
2月17日 　第３２回長野県消防職員意見発表会（飯田市）
3月10日 　中南信消防救急無線デジタル化推進委員会設立

3月11日～31日 　東日本大震災緊急消防援助隊派遣（宮城県多賀城市ほか）
3月31日 　中南信消防広域化協議会休止

■平成２３年度
4月1日 　新規採用職員辞令交付　１６人（消防職員数３９２人）

4月1日～2日 　東日本大震災緊急消防援助隊派遣（宮城県塩釜市ほか）
6月30日 　長野県中部を震源とする地震

　松本市で震度５強を観測（死者１人、負傷者１７人）
8月5日 　寄贈高規格救急自動車受納式（芳川消防署）

8月29日 　資機材搬送車配置（消防局）
9月3日 　松本市災害時医療救護活動マニュアル検証訓練

9月23日 　第１６回長野県総合防災訓練・長野県緊急消防援助隊合同訓練（飯山市）
10月1日 　消防吏員階級昇任辞令交付

　消防司令補　１１人　消防士長　５人　消防副士長　９人
　信州ドクターヘリ松本運航開始

11月1日～2日 　緊急消防援助隊関東ブロック合同訓練(松本市・塩尻市・安曇野市)
12月6日 　松本広域消防職員意見発表会
2月7日 　常備消防力整備に係る中長期構想の策定

2月15日 　第３３回長野県消防職員意見発表会（中野市）
3月 　消防救急無線デジタル化基本設計完了

■平成２４年度
4月1日 　新規採用職員辞令交付　１５人（消防職員数３９２人）

6月13日 　寄贈指揮広報車受納（消防局）
8月7日 　第４１回全国消防救助技術大会（東京都）

　長野県代表　１種目１人　はしご登はん　
10月1日 　消防吏員階級昇任辞令交付

　消防司令補　１４人　消防士長　１１人　消防副士長　１０人
10月12日 　消防救急無線デジタル化実施設計完了

10月20日～21日 　第１７回長野県総合防災訓練・長野県緊急消防援助隊合同訓練（上田市）
11月2日 　高規格救急自動車配置（塩尻消防署）

11月29日～30日 　緊急消防援助隊関東ブロック合同訓練（埼玉県）
12月4日 　松本広域消防職員意見発表会

12月28日 　救急救助支援業務システム改修
1月21日   消防ポンプ自動車配置（梓川消防署）
1月26日 　国有財産無償使用消防車両等配置披露式

　支援車（Ⅰ型）（芳川消防署神林出張所）、都道府県指揮隊車（消防局）
　救助工作車（Ⅲ型）（渚消防署）

2月14日 　第３４回長野県消防職員意見発表会（須坂市）
3月22日 　渚消防署救助訓練塔Ｃ塔建替工事完了
3月28日 　梓川消防署安曇出張所隣地拡張造成工事完了
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■平成２２年度
4月1日 　新規採用職員辞令交付　１３人（消防職員数３９３人）

4月23日 　災害現場用携帯電話導入（２０台）
6月4日～5日 　第４回緊急消防援助隊全国合同訓練（愛知県）

7月1日 　あんしん電話センター装置更新
7月14日 　第３９回消防救助技術関東地区指導会（神奈川県消防学校）

　長野県代表　２種目９人　ロープブリッジ救出・障害突破
7月21日 　広域化協議会研修「Fireman Meeting 2010」（塩尻市総合文化センター）
8月1日 　長野県消防ポンプ操法・ラッパ吹奏大会（塩尻市）

8月27日 　第３９回全国消防救助技術大会（京都市）
　長野県代表　１種目１人　はしご登はん

9月1日 　位置情報通知システム（統合型）導入
9月26日 　第１５回長野県総合防災訓練及び長野県緊急消防援助隊合同訓練（安曇野市）
10月1日 　平成２３年度緊急消防援助隊関東ブロック合同訓練長野県実行委員会事務局

へ派遣　１人　（H22.10.1～H24.3.31）
　消防吏員階級昇任辞令交付
　消防司令補　９人　消防士長　１０人　消防副士長　７人

11月8日 　松本広域消防職員意見発表会（第１次）
11月20日～21日 　緊急消防援助隊関東ブロック合同訓練（東京都）

12月6日～7日 　消防広域化研修会（将来ビジョン研修会）
12月13日 　松本広域消防職員意見発表会（第２次）
1月27日 　水槽付消防ポンプ自動車（兼用救助工作車）車両配置式（麻績村）
2月17日 　第３２回長野県消防職員意見発表会（飯田市）
3月10日 　中南信消防救急無線デジタル化推進委員会設立

3月11日～31日 　東日本大震災緊急消防援助隊派遣（宮城県多賀城市ほか）
3月31日 　中南信消防広域化協議会休止

■平成２３年度
4月1日 　新規採用職員辞令交付　１６人（消防職員数３９２人）

4月1日～2日 　東日本大震災緊急消防援助隊派遣（宮城県塩釜市ほか）
6月30日 　長野県中部を震源とする地震

　松本市で震度５強を観測（死者１人、負傷者１７人）
8月5日 　寄贈高規格救急自動車受納式（芳川消防署）

8月29日 　資機材搬送車配置（消防局）
9月3日 　松本市災害時医療救護活動マニュアル検証訓練

9月23日 　第１６回長野県総合防災訓練・長野県緊急消防援助隊合同訓練（飯山市）
10月1日 　消防吏員階級昇任辞令交付

　消防司令補　１１人　消防士長　５人　消防副士長　９人
　信州ドクターヘリ松本運航開始

11月1日～2日 　緊急消防援助隊関東ブロック合同訓練(松本市・塩尻市・安曇野市)
12月6日 　松本広域消防職員意見発表会
2月7日 　常備消防力整備に係る中長期構想の策定

2月15日 　第３３回長野県消防職員意見発表会（中野市）
3月 　消防救急無線デジタル化基本設計完了

■平成２４年度
4月1日 　新規採用職員辞令交付　１５人（消防職員数３９２人）

6月13日 　寄贈指揮広報車受納（消防局）
8月7日 　第４１回全国消防救助技術大会（東京都）

　長野県代表　１種目１人　はしご登はん　
10月1日 　消防吏員階級昇任辞令交付

　消防司令補　１４人　消防士長　１１人　消防副士長　１０人
10月12日 　消防救急無線デジタル化実施設計完了

10月20日～21日 　第１７回長野県総合防災訓練・長野県緊急消防援助隊合同訓練（上田市）
11月2日 　高規格救急自動車配置（塩尻消防署）

11月29日～30日 　緊急消防援助隊関東ブロック合同訓練（埼玉県）
12月4日 　松本広域消防職員意見発表会
12月28日 　救急救助支援業務システム改修
1月21日   消防ポンプ自動車配置（梓川消防署）
1月26日 　国有財産無償使用消防車両等配置披露式

　支援車（Ⅰ型）（芳川消防署神林出張所）、都道府県指揮隊車（消防局）
　救助工作車（Ⅲ型）（渚消防署）

2月14日 　第３４回長野県消防職員意見発表会（須坂市）
3月22日 　渚消防署救助訓練塔Ｃ塔建替工事完了
3月28日 　梓川消防署安曇出張所隣地拡張造成工事完了

■平成２５年度
4月1日 　新規採用職員辞令交付　１３人（消防職員数３９２人）

　総務省消防庁へ研修派遣（H25.4.1～H27.3.31）
6月1日 　新規採用職員辞令交付　１人（消防職員数３９２人）

8月22日 　第４２回全国消防救助技術大会（広島市）
　長野県代表　　１種目１人　はしご登はん　
　関東地区代表　１種目４人　ロープブリッジ救出

8月30日 　指揮広報車配置（芳川消防署）
9月27日 　人員輸送車（マイクロバス）配置（消防局）
10月1日 　消防吏員階級昇任辞令交付

　消防司令補　１５人　消防士長　１０人　消防副士長　１３人
10月30日～31日 　緊急消防援助隊関東ブロック合同訓練（山梨県）中止

11月2日～3日 　長野県消防防災訓練・長野県消防相互応援隊合同訓練（諏訪市）
11月8日 　松本広域消防発足２０周年のつどい
11月28日 　丸の内消防署庄内出張所救急消毒室等改修工事竣工
12月5日 　松本広域消防職員意見発表会
1月30日 　圧縮空気泡消火装置（CAFS）付消防ポンプ自動車配置（明科消防署）
1月31日 　圧縮空気泡消火装置（CAFS）付消防ポンプ自動車配置（本郷消防署）
2月6日 　第３５回長野県消防職員意見発表会（諏訪市）
2月8日 　関東甲信越地域を中心とする大雪

2月14日～15日 　松本地域では最大積雪深７５㎝を記録
3月1日 　消防通信指令システム竣工
3月3日 　機動連絡車運用開始（消防局）

3月10日 　高規格救急自動車配置（丸の内消防署庄内出張所）
3月12日 　屈折はしご付消防自動車配置（塩尻消防署）
3月13日 　高規格救急自動車配置（丸の内消防署）
3月21日 　消防救急デジタル無線設備竣工
3月26日 　消防救急デジタル無線設備・消防通信指令システム等運用開始式

■平成２６年度
4月1日   丸の内消防署庄内出張所救急業務運用開始

　新規採用職員辞令交付　２１人（消防職員数３９２人）
　定年退職者のうち、５人を再任用
　（日勤《フルタイム》１人・日勤《短時間勤務》４人）
　長野県消防防災航空隊派遣職員　３人→２人に変更

7月1日 　新規採用職員辞令交付　１人（消防職員数３９２人）
8月29日 　渚消防署出動表示板改修工事竣工
9月27日 　御嶽山噴火災害　県内消防相互応援隊派遣（王滝村ほか）　

　派遣期間：９月２７日～１０月１７日（２１日間）　派遣人員：８２隊２７８人
10月1日 　消防吏員階級昇任辞令交付

　消防司令補　８人　消防士長　１３人　消防副士長　１３人
11月5日～6日 　緊急消防援助隊関東ブロック合同訓練（静岡県浜松市）

11月22日 　長野県神城断層地震　県内消防相互応援隊派遣（白馬村）
　派遣期間：１１月２２日～１１月２３日（２日間）　派遣人員：６隊１９人

12月4日 　松本広域消防職員意見発表会
12月11日 　塩尻消防署庁舎外壁・バルコニー改修工事竣工
1月21日 　御嶽山噴火災害に係る長野県知事表彰
2月12日 　第３６回長野県消防職員意見発表会（長野市）  松本広域消防局代表　最優秀賞
3月23日 　松本広域消防局庁舎敷地舗装工事竣工

■平成２７年度
4月1日 　新規採用職員辞令交付　１２人（消防職員数３９１人）

　定年退職者のうち、２人を再任用（日勤《短時間勤務》２人）
　総務省消防庁へ研修派遣　１人（H27.4.1～H29.3.31）

4月22日 　第３８回全国消防長会関東支部消防職員意見発表会（長野市）
5月8日   心肺停止前の重度の傷病者に対する特定行為等技能認定（７１人）

7月17日 　第４４回消防救助技術関東地区指導会（埼玉県富士見市）
　長野県代表　３種目１４人　引揚救助・ロープブリッジ救出・障害突破

7月28日 　御嶽山噴火災害行方不明者再捜索　
　派遣期間：７月２８日～８月７日（１１日間）　派遣人員：１０人　

8月29日 　第４４回全国消防救助技術大会（兵庫県神戸市）
　長野県代表　１種目１人　はしご登はん

9月28日 　指揮広報車配置（安曇出張所）
9月30日 　消防音楽隊廃止
10月1日 　消防吏員階級昇任辞令交付　消防士長　１２人
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10月22日 　御嶽山噴火災害再捜索県知事表彰
10月26日 　指揮広報車配置（豊科消防署）

10月3日～4日 　長野県消防相互応援隊合同訓練(千曲市)
11月4日～5日 　緊急消防援助隊関東ブロック合同訓練（茨城県）中止

11月6日 　丸の内消防署庄内出張所出動表示板設置工事竣工
11月13日～14日 　第５回緊急消防援助隊全国合同訓練（千葉県）

12月28日 　塩尻消防署敷地舗装改修工事竣工
12月1日 　圧縮空気泡消火装置（CAFS）付消防ポンプ自動車配置（山辺出張所）
1月1日 　救急隊による医療機関選定試行運用開始
1月8日 　松本広域消防職員意見発表会

1月29日～31日 　雨氷による倒木等被害発生
　松本市入山辺及び山形村清水高原において、大量の倒木により道路がふさがれ、
宿泊施設等が一時孤立状態となる。

2月16日 　第３７回長野県消防職員意見発表会（大町市） 
3月31日 　災害弱者緊急通報システム（あんしん電話）事業廃止

■平成２８年度
4月1日 　新規採用職員辞令交付　１１人（消防職員数３９３人）

　消防吏員階級昇任辞令交付　消防司令補　１４人　消防副士長　１５人
　定年退職者等のうち、５人を再任用（日勤《短時間勤務》５人）

7月13日 　第４５回消防救助技術関東地区指導会（神奈川県厚木市）
　長野県代表　１種目５人　障害突破

8月10日～11日 　第１回山の日記念全国大会（上高地）
10月1日～2日 　長野県消防相互応援隊合同訓練（佐久市）

10月14日 　第２５回全国消防操法大会　（長野市）
10月17日～18日 　緊急消防援助隊関東ブロック合同訓練（栃木県）

11月1日 　指揮支援隊試行運用開始
　日本オイルターミナル株式会社から「蘇生法教育人体モデル３体」寄贈

11月4日 　指揮広報車配置（神林出張所）
11月15日 　長野県衛星系防災行政無線設備更新工事（事業主体：長野県）
12月9日 　高規格救急自動車配置（麻績消防署）
1月1日 　消防署の管轄区域の見直し

　松本市内４地区（桐、清水、美須々及び元町）を丸の内消防署から本郷消防署へ移管
1月11日 　松本広域消防職員意見発表会
2月6日 　松本市浅間温泉文化センター屋上防水改修工事竣工（事業主体：松本市）

2月16日 　第３８回長野県消防職員意見発表会（佐久市） 
2月28日 　芳川消防署自家用給油取扱所設置工事竣工
3月5日 　長野県消防防災ヘリコプター「アルプス」墜落事故

　松本市入山辺地籍の鉢伏山山中にヘリコプターが墜落し、搭乗していた長野県消防
防災航空隊員９人（派遣職員２人含む。）が殉職
　救助活動：３月５日～３月６日（２日間）　活動人員：２０隊７３人
　地上部隊：県消防相互応援（長野市、上田広域、佐久広域、北アルプス）６隊３５人
　　　　　　自衛隊　３３人　警察　１７人
　航空部隊：広域航空消防応援（埼玉県、山梨県、岐阜県）、長野県警ヘリ

3月15日 　梓川消防署安曇出張所ピロティ等改修工事竣工

■平成２９年度
4月1日 　新規採用職員辞令交付　６人（消防職員数３９０人）

　消防吏員階級昇任辞令交付　消防司令補　１０人　消防副士長　１８人
　定年退職者等のうち、６人を再任用（日勤《短時間勤務》６人）
　総務省消防庁へ研修派遣　１人（H29.4.1～H31.3.31）

5月30日 　長野県消防防災航空隊殉職者合同追悼式（キッセイ文化ホール）
8月18日 　指揮広報車配置（本郷消防署山辺出張所、麻績消防署）
8月28日 　一般財団法人救急振興財団から「蘇生法教育人体モデル２体」及び「蘇生法教育ＡＥＤ

トレーナー１台」寄贈
9月13日 　イオンモール松本開店に伴う警防視察
10月6日 　指揮広報車配置（塩尻消防署）

10月24日～25日 　緊急消防援助隊関東ブロック合同訓練（群馬県）
11月4日～5日 　長野県消防相互応援隊合同訓練（飯田市）

11月18日 　緊急消防援助隊中部ブロック合同訓練（岐阜県）
12月7日 　高規格救急自動車配置（豊科消防署）
1月9日 　松本広域消防職員意見発表会

1月17日 　化学消防ポンプ自動車配置（芳川消防署神林出張所）
1月19日 　第３９回長野県消防職員意見発表会（松本広域消防局代表　最優秀賞受賞）
2月13日 　「第２次常備消防力整備に係る中長期構想」策定
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10月22日 　御嶽山噴火災害再捜索県知事表彰
10月26日 　指揮広報車配置（豊科消防署）

10月3日～4日 　長野県消防相互応援隊合同訓練(千曲市)
11月4日～5日 　緊急消防援助隊関東ブロック合同訓練（茨城県）中止

11月6日 　丸の内消防署庄内出張所出動表示板設置工事竣工
11月13日～14日 　第５回緊急消防援助隊全国合同訓練（千葉県）

12月28日 　塩尻消防署敷地舗装改修工事竣工
12月1日 　圧縮空気泡消火装置（CAFS）付消防ポンプ自動車配置（山辺出張所）
1月1日 　救急隊による医療機関選定試行運用開始
1月8日 　松本広域消防職員意見発表会

1月29日～31日 　雨氷による倒木等被害発生
　松本市入山辺及び山形村清水高原において、大量の倒木により道路がふさがれ、
宿泊施設等が一時孤立状態となる。

2月16日 　第３７回長野県消防職員意見発表会（大町市） 
3月31日 　災害弱者緊急通報システム（あんしん電話）事業廃止

■平成２８年度
4月1日 　新規採用職員辞令交付　１１人（消防職員数３９３人）

　消防吏員階級昇任辞令交付　消防司令補　１４人　消防副士長　１５人
　定年退職者等のうち、５人を再任用（日勤《短時間勤務》５人）

7月13日 　第４５回消防救助技術関東地区指導会（神奈川県厚木市）
　長野県代表　１種目５人　障害突破

8月10日～11日 　第１回山の日記念全国大会（上高地）
10月1日～2日 　長野県消防相互応援隊合同訓練（佐久市）

10月14日 　第２５回全国消防操法大会　（長野市）
10月17日～18日 　緊急消防援助隊関東ブロック合同訓練（栃木県）

11月1日 　指揮支援隊試行運用開始
　日本オイルターミナル株式会社から「蘇生法教育人体モデル３体」寄贈

11月4日 　指揮広報車配置（神林出張所）
11月15日 　長野県衛星系防災行政無線設備更新工事（事業主体：長野県）
12月9日 　高規格救急自動車配置（麻績消防署）
1月1日 　消防署の管轄区域の見直し

　松本市内４地区（桐、清水、美須々及び元町）を丸の内消防署から本郷消防署へ移管
1月11日 　松本広域消防職員意見発表会
2月6日 　松本市浅間温泉文化センター屋上防水改修工事竣工（事業主体：松本市）

2月16日 　第３８回長野県消防職員意見発表会（佐久市） 
2月28日 　芳川消防署自家用給油取扱所設置工事竣工
3月5日 　長野県消防防災ヘリコプター「アルプス」墜落事故

　松本市入山辺地籍の鉢伏山山中にヘリコプターが墜落し、搭乗していた長野県消防
防災航空隊員９人（派遣職員２人含む。）が殉職
　救助活動：３月５日～３月６日（２日間）　活動人員：２０隊７３人
　地上部隊：県消防相互応援（長野市、上田広域、佐久広域、北アルプス）６隊３５人
　　　　　　自衛隊　３３人　警察　１７人
　航空部隊：広域航空消防応援（埼玉県、山梨県、岐阜県）、長野県警ヘリ

3月15日 　梓川消防署安曇出張所ピロティ等改修工事竣工

■平成２９年度
4月1日 　新規採用職員辞令交付　６人（消防職員数３９０人）

　消防吏員階級昇任辞令交付　消防司令補　１０人　消防副士長　１８人
　定年退職者等のうち、６人を再任用（日勤《短時間勤務》６人）
　総務省消防庁へ研修派遣　１人（H29.4.1～H31.3.31）

5月30日 　長野県消防防災航空隊殉職者合同追悼式（キッセイ文化ホール）
8月18日 　指揮広報車配置（本郷消防署山辺出張所、麻績消防署）
8月28日 　一般財団法人救急振興財団から「蘇生法教育人体モデル２体」及び「蘇生法教育ＡＥＤ

トレーナー１台」寄贈
9月13日 　イオンモール松本開店に伴う警防視察
10月6日 　指揮広報車配置（塩尻消防署）

10月24日～25日 　緊急消防援助隊関東ブロック合同訓練（群馬県）
11月4日～5日 　長野県消防相互応援隊合同訓練（飯田市）

11月18日 　緊急消防援助隊中部ブロック合同訓練（岐阜県）
12月7日 　高規格救急自動車配置（豊科消防署）
1月9日 　松本広域消防職員意見発表会

1月17日 　化学消防ポンプ自動車配置（芳川消防署神林出張所）
1月19日 　第３９回長野県消防職員意見発表会（松本広域消防局代表　最優秀賞受賞）
2月13日 　「第２次常備消防力整備に係る中長期構想」策定

2月16日 　消防局エレベーター改修工事竣工
3月1日 　女性職員専用施設整備工事竣工（本郷消防署）
3月5日 　長野県消防防災航空隊殉職者一周年追悼式（ホテルブエナビスタ）

3月28日 　水槽付き消防ポンプ自動車配置（丸の内消防署）

■平成３０年度
4月1日 　新規採用職員辞令交付　１３人（消防職員数３９２人）

　消防吏員階級昇任辞令交付　消防司令補　１２人　消防副士長　１７人
　定年退職者のうち、６人を再任用（日勤《短時間勤務》６人）

4月26日 　第４１回全国消防長会関東支部消防職員意見発表会（茨城県）
5月29日 　指揮広報車配置（丸の内消防署庄内出張所）
6月26日 　指揮広報車配置（本郷消防署、山形消防署）
7月5日 　第４７回消防救助技術関東地区指導会（東京都）

　長野県代表　１種目５人　障害突破
8月1日 　松本広域連合及び関係市村が、松本生コン事業協同組合・安筑生コン事業協同組合と

「大規模災害時における消防用水等の確保に関する協定」を締結
8月24日 　第４７回全国消防救助技術大会（京都府） 中止
9月24日 　自治体消防制度７０周年記念長野県大会（長野市）

10月20日～21日 　長野県消防相互応援隊合同訓練（塩尻市）
11月30日～31日 　緊急消防援助隊関東ブロック合同訓練（神奈川県）

12月3日 　高規格救急自動車配置（本郷消防署、塩尻消防署、穂高消防署）
12月11日 　松本市内在住の個人から高規格救急自動車１台寄贈（愛称「もものい号」）
1月9日 　松本広域消防職員意見発表会

1月17日 　消防ポンプ自動車配置（丸の内消防署庄内出張所）
1月21日 　指揮支援隊において無人航空機（ドローン）を運用開始
1月30日 　水槽付消防ポンプ自動車配置（穂高消防署）
1月31日 　化学消防ポンプ自動車配置（広丘消防署）
2月12日 　第４０回長野県消防職員意見発表会（上田市） 
2月24日 　松本広域連合発足２０周年・松本広域消防局発足２５周年記念式典（アルピコプラザ

ホテル）

■令和元年度
4月1日 　新規採用職員辞令交付　１１人（消防職員数３９４人）

　消防吏員階級昇任辞令交付　消防司令補　１２人　消防副士長　１４人
　定年退職者のうち、５人を再任用
　（交替制《フルタイム》２人・日勤《短時間勤務》３人）
　総務省消防庁へ研修派遣　１人（H31.4.1～R3.3.31）

10月13日 　令和元年東日本台風　長野県消防相互応援隊出動（長野市）
　派遣期間：１０月１３日～１０月１６日（４日間）　派遣人員：延べ２５隊９３人
　松本広域消防局後方支援本部設置

10月20日～21日 　長野県消防相互応援隊合同訓練（長野市）中止
11月17日～18日 　緊急消防援助隊関東ブロック合同訓練（千葉県）中止

12月11日 　高規格救急自動車配置（梓川消防署、梓川消防署安曇出張所）
1月7日 　松本広域消防職員意見発表会
2月3日 　消防局庁舎外壁補修及び浸水対策工事竣工
2月6日 　第４１回長野県消防職員意見発表会（木曽町） 

2月29日 　非常用通信指令システム整備（塩尻消防署）
　消防通信指令システム及び消防救急デジタル無線設備部分更新

3月24日 　消防ポンプ自動車配置（梓川消防署安曇出張所）
3月27日 　重機及び重機搬送車配置（塩尻消防署）

　緊急消防援助隊土砂・風水害機動支援部隊の創設に伴う国有財産無償使用車両
　常備消防力適正配置等調査業務完了

■令和２年度
4月1日 　新規採用職員辞令交付　９人（消防職員数３９４人）

　消防吏員階級昇任辞令交付　消防司令補　８人　消防副士長　１３人
　定年退職者のうち、６人を再任用
　（交替制《フルタイム》４人・日勤《短時間勤務》２人）

7月31日 　指揮広報車配置（穂高消防署・明科消防署）
10月18日 　長野県消防相互応援隊合同訓練（長野市）中止
12月10日 　高規格救急自動車配置（広丘消防署・明科消防署・山形消防署）
1月6日 　松本広域消防職員意見発表会　中止

1月28日 　消防ポンプ自動車配置（渚消防署・広丘消防署・豊科消防署）
3月26日 　救助工作車（Ⅱ型）配置（豊科消防署）
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■令和３年度
4月1日 　新規採用職員辞令交付　１１人（消防職員数３９４人）

　消防吏員階級昇任辞令交付　消防司令補　１３人　消防副士長　９人
　定年退職者のうち、１４人を再任用
　（交替制《フルタイム》７人・日勤《短時間勤務》７人）
　総務省消防庁へ研修派遣　１人（R3.4.1～R5.3.31）
　高度救助隊発足

7月12日 　静岡県熱海市土石流災害緊急消防援助隊派遣（静岡県熱海市）
　派遣期間：７月１２日～７月２０日（９日間）　派遣人員：延べ１６隊５６人

8月31日 　指揮広報車配置（丸の内消防署・梓川消防署）
10月11日 　緊急消防援助隊関東ブロック合同訓練（規模縮小）
11月14日 　長野県消防相互応援合同訓練（規模縮小）
12月10日 　高規格救急自動車配置（芳川消防署）

1月7日 　松本広域消防職員意見発表会
1月14日 　指揮車配置（芳川消防署神林出張所）
2月3日 　第４３回長野県消防職員意見発表会（Web開催） 

2月25日 　消防ポンプ自動車配置（芳川消防署及び麻績消防署）

■令和４年度
4月1日 　新規採用職員辞令交付　１４人（消防職員数３９５人）

　消防吏員階級昇任辞令交付　消防司令補　１０人　消防副士長　１２人
　定年退職者のうち、１５人を再任用
　（交替制《フルタイム》２人・日勤《短時間勤務》１３人）

5月25日   都道府県違反是正支援アドバイザー消防本部に登録
5月27日 　YouTube「松本広域消防チャンネル」を開設
7月5日 　第５０回消防救助技術関東地区指導会（東京都）

　長野県代表　２種目１０人　引揚救助、障害突破
9月21日 　指揮広報車配置（広丘消防署）
10月3日   予防課公式Twitterアカウントを開設

10月14日 　松本市内在住の個人から高規格救急自動車１台寄贈（愛称「みさお号」）
10月22日 　長野県消防相互応援隊合同訓練（松本市）
10月23日 　長野県総合防災訓練（松本市）
10月23日 　松本広域圏医療救護訓練・市村医療救護研修会

10月31日～11月4日   違反是正の推進に係る実務研修（区分Ｂ）を実施
11月8日 　国民保護訓練（塩尻市）
11月9日   ＪＲ松本駅前で松本蟻ケ崎高校「火災予防書道パフォーマンス」を実施

11月12日 　緊急消防援助隊全国合同訓練（静岡県）
11月25日 　全国消防長会関東支部消防法令違反是正事例発表会で事例発表（山梨県）
11月25日 　消防ポンプ自動車（水槽付）配置（本郷消防署・梓川消防署）
11月29日 　緊急消防援助隊関東ブロック合同訓練（埼玉県）

1月6日 　松本広域消防職員意見発表会
1月31日 　消防ポンプ自動車配置（山形消防署）
2月2日 　第４４回長野県消防職員意見発表会（塩尻市） 
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■令和３年度
4月1日 　新規採用職員辞令交付　１１人（消防職員数３９４人）

　消防吏員階級昇任辞令交付　消防司令補　１３人　消防副士長　９人
　定年退職者のうち、１４人を再任用
　（交替制《フルタイム》７人・日勤《短時間勤務》７人）
　総務省消防庁へ研修派遣　１人（R3.4.1～R5.3.31）
　高度救助隊発足

7月12日 　静岡県熱海市土石流災害緊急消防援助隊派遣（静岡県熱海市）
　派遣期間：７月１２日～７月２０日（９日間）　派遣人員：延べ１６隊５６人

8月31日 　指揮広報車配置（丸の内消防署・梓川消防署）
10月11日 　緊急消防援助隊関東ブロック合同訓練（規模縮小）
11月14日 　長野県消防相互応援合同訓練（規模縮小）
12月10日 　高規格救急自動車配置（芳川消防署）
1月7日 　松本広域消防職員意見発表会
1月14日 　指揮車配置（芳川消防署神林出張所）
2月3日 　第４３回長野県消防職員意見発表会（Web開催） 
2月25日 　消防ポンプ自動車配置（芳川消防署及び麻績消防署）

■令和４年度
4月1日 　新規採用職員辞令交付　１４人（消防職員数３９５人）

　消防吏員階級昇任辞令交付　消防司令補　１０人　消防副士長　１２人
　定年退職者のうち、１５人を再任用
　（交替制《フルタイム》２人・日勤《短時間勤務》１３人）

5月25日   都道府県違反是正支援アドバイザー消防本部に登録
5月27日 　YouTube「松本広域消防チャンネル」を開設
7月5日 　第５０回消防救助技術関東地区指導会（東京都）

　長野県代表　２種目１０人　引揚救助、障害突破
9月21日 　指揮広報車配置（広丘消防署）
10月3日   予防課公式Twitterアカウントを開設
10月14日 　松本市内在住の個人から高規格救急自動車１台寄贈（愛称「みさお号」）
10月22日 　長野県消防相互応援隊合同訓練（松本市）
10月23日 　長野県総合防災訓練（松本市）
10月23日 　松本広域圏医療救護訓練・市村医療救護研修会

10月31日～11月4日   違反是正の推進に係る実務研修（区分Ｂ）を実施
11月8日 　国民保護訓練（塩尻市）
11月9日   ＪＲ松本駅前で松本蟻ケ崎高校「火災予防書道パフォーマンス」を実施
11月12日 　緊急消防援助隊全国合同訓練（静岡県）
11月25日 　全国消防長会関東支部消防法令違反是正事例発表会で事例発表（山梨県）
11月25日 　消防ポンプ自動車（水槽付）配置（本郷消防署・梓川消防署）
11月29日 　緊急消防援助隊関東ブロック合同訓練（埼玉県）
1月6日 　松本広域消防職員意見発表会
1月31日 　消防ポンプ自動車配置（山形消防署）
2月2日 　第４４回長野県消防職員意見発表会（塩尻市） 

４　松本広域連合組織図

塩 尻 消 防 署

広 丘 消 防 署

会計管理者 会 計 課

渚 消 防 署 麻 績 消 防 署

本 郷 消 防 署 明 科 消 防 署

山辺出張所 山 形 消 防 署

庄内出張所 梓 川 消 防 署

芳 川 消 防 署 安曇出張所

神林出張所 穂 高 消 防 署

警 防 課

通 信 指 令 課

丸の内消防署 豊 科 消 防 署

選挙管理委員会

消 防 局 総 務 課
監 査 委 員

予 防 課
公 平 委 員 会

副 広 域 連 合 長
（ ７ ）

福祉・地域課

行 政 委 員 会

(令和5年4月1日現在)

広 域 連 合 議 会
（ 議 員 ２ ４ ）

議会事務局

広 域 連 合 長 助 役 事 務 局 総 務 課
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５　消防局・消防署所分布図
松本広域消防局の管内

関係市村

■松本市 ■塩尻市 ■安曇野市

■麻績村 ■生坂村 ■山形村   ■朝日村      ■筑北村

平成１７年４月１日に塩尻市に合併した旧木曽郡
楢川村の区域の消防事務については、木曽広域連
合に事務委託しています。
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６　消防庁舎の状況

敷 地
面 積

建 築
面 積

延 べ
面 積

耐震改修

耐震改修

耐震改修

耐震改修

移転

RC造2F
一部鉄骨

増築

耐震改修

耐震改修

渚 消 防 署

芳 川 消 防 署

消 防 局

丸の内消防署

本 郷 消 防 署

山 辺 出 張 所 松 本 市 里 山 辺 番 地

山 形 消 防 署

明 科 消 防 署

麻 績 消 防 署

穂 高 消 防 署

梓 川 消 防 署

豊 科 消 防 署

安 曇 出 張 所

広 丘 消 防 署

塩 尻 消 防 署

東 筑 摩 郡 山 形 村 番 地

東筑摩郡麻績村麻 番地

安曇野市明科東川手 番地
RC造2F

一部鉄骨

RC造2F
一部鉄骨

安 曇 野 市 穂 高 番 地 RC造2F

RC造2F
一部鉄骨

松 本 市 安 曇 番 地
RC造2F

一部鉄骨

松 本 市 梓 川 倭 番 地 RC造2F

安 曇 野 市 豊 科 番 地 RC造2F

塩尻市広丘原新田 番地
LS造

平屋建

塩尻市広丘高出 番地 RC造3F

RC造2F

松 本 市 渚 丁 目 番 号 RC造3F

松本市浅間温泉 丁目 番 号 RC造2F

神 林 出 張 所 松 本 市 神 林 番 地 RC造2F

庄 内 出 張 所 松 本 市 出 川 丁 目 番 号 RC造2F

消 防 庁 舎

松 本 市 渚 丁 目 番 号

松 本 市 城 西 丁 目 番 号 RC造3F

所 在 地 構 造

規　　模　（㎡）
建築
年月

松本市村井町南 丁目 番 号

SRC造4F
地下1F

H元.7

増築

増改修
年 月

増築

       （令和5年4月1日現在）
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７　事務分掌

■総務課

１　総務事項 ４　情報管理事項

　⑴　消防局の重要施策に係る企画、調査及び 　⑴　消防統計に関すること（他課の所管に属

　　研究に関すること。 　　するものを除く。）。

　⑵　消防局の事務事業に係る総合調整に関す 　⑵　情報システムの管理及び運用に関するこ

　　ること。 　　と。

　⑶　組織に関すること。

　⑷　消防職員の定数に関すること。 ■予防課

　⑸　条例、規則等の制定及び改廃に関するこ １　火災予防事項

　　と。 　⑴　火災予防の対策に関すること。

　⑹　業務改善その他事務の効率化に関するこ 　⑵　火災予防に係る指導及び広報に関するこ

　　と。 　　と。　

　⑺　監察に関すること。 　⑶　防火管理者等の育成、指導及び資格管理

　⑻　消防局内の連絡調整に関すること。 　　に関すること。

２　庶務事項 　⑷　火災の原因及び損害の調査に関すること。

　⑴　文書及び公印に関すること。 　⑸　火災報告に関すること。

　⑵　儀式及び渉外に関すること。 　⑹　火災統計及び分析に関すること。

　⑶　消防表彰に関すること。 　⑺　り災証明に関すること。

　⑷　消防関係諸会議に関すること。 　⑻　関係団体との連絡調整に関すること。

　⑸　消防関係諸機関との連絡に関すること。 　⑼　その他火災予防に関すること。

　⑹　消防局の予算及び決算に関すること。 ２　防火対象物事項

　⑺　物品の購入、支給及び保管に関すること。 　⑴　建築物の消防同意に関すること。

　⑻　消防庁舎並びに附帯設備及び諸設備の維 　⑵　消防用設備等の設置及び維持管理に関す

　　持管理に関すること。 　　ること。

　⑼　財産管理に関すること。 　⑶　防火対象物の立入検査及び違反処理に関

　⑽　広報及び広聴に関すること。 　　すること。

３　職員事項 　⑷　防火対象物に係る消防計画の指導に関す

　⑴　消防職員の任免、分限、懲戒、服務その 　　ること。

　　他身分に関すること。 　⑸　火気使用設備等に関すること。

　⑵　消防職員の勤務時間その他勤務条件に関 　⑹　防火対象物定期点検報告制度に関するこ

　　すること。 　　と。

　⑶　消防職員の配置に関すること。 　⑺　防火対象物の実態調査に関すること。

　⑷　消防職員の勤務成績の評価に関すること。 　⑻　防火安全に係る意見書等の交付に関する

　⑸　消防職員の表彰に関すること。 　　こと。

　⑹　消防職員の研修に関すること。 ３　危険物等規制事項

　⑺　消防職員の公務災害及び賞じゅつに関す 　⑴　危険物施設に係る許可、認可、届出及び

　　ること。 　　承認等に関すること。

　⑻　消防職員の健康管理及び福利厚生に関す 　⑵　危険物取扱者及び危険物保安監督者等に

　　ること。 　　関すること。

　⑼　消防職員委員会に関すること。 　⑶　危険物タンクの水張り等の検査に関する

　　こと。

　⑷　危険物規制事務報告に関すること。
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７　事務分掌

■総務課

１　総務事項 ４　情報管理事項

　⑴　消防局の重要施策に係る企画、調査及び 　⑴　消防統計に関すること（他課の所管に属

　　研究に関すること。 　　するものを除く。）。

　⑵　消防局の事務事業に係る総合調整に関す 　⑵　情報システムの管理及び運用に関するこ

　　ること。 　　と。

　⑶　組織に関すること。

　⑷　消防職員の定数に関すること。 ■予防課

　⑸　条例、規則等の制定及び改廃に関するこ １　火災予防事項

　　と。 　⑴　火災予防の対策に関すること。

　⑹　業務改善その他事務の効率化に関するこ 　⑵　火災予防に係る指導及び広報に関するこ

　　と。 　　と。　

　⑺　監察に関すること。 　⑶　防火管理者等の育成、指導及び資格管理

　⑻　消防局内の連絡調整に関すること。 　　に関すること。

２　庶務事項 　⑷　火災の原因及び損害の調査に関すること。

　⑴　文書及び公印に関すること。 　⑸　火災報告に関すること。

　⑵　儀式及び渉外に関すること。 　⑹　火災統計及び分析に関すること。

　⑶　消防表彰に関すること。 　⑺　り災証明に関すること。

　⑷　消防関係諸会議に関すること。 　⑻　関係団体との連絡調整に関すること。

　⑸　消防関係諸機関との連絡に関すること。 　⑼　その他火災予防に関すること。

　⑹　消防局の予算及び決算に関すること。 ２　防火対象物事項

　⑺　物品の購入、支給及び保管に関すること。 　⑴　建築物の消防同意に関すること。

　⑻　消防庁舎並びに附帯設備及び諸設備の維 　⑵　消防用設備等の設置及び維持管理に関す

　　持管理に関すること。 　　ること。

　⑼　財産管理に関すること。 　⑶　防火対象物の立入検査及び違反処理に関

　⑽　広報及び広聴に関すること。 　　すること。

３　職員事項 　⑷　防火対象物に係る消防計画の指導に関す

　⑴　消防職員の任免、分限、懲戒、服務その 　　ること。

　　他身分に関すること。 　⑸　火気使用設備等に関すること。

　⑵　消防職員の勤務時間その他勤務条件に関 　⑹　防火対象物定期点検報告制度に関するこ

　　すること。 　　と。

　⑶　消防職員の配置に関すること。 　⑺　防火対象物の実態調査に関すること。

　⑷　消防職員の勤務成績の評価に関すること。 　⑻　防火安全に係る意見書等の交付に関する

　⑸　消防職員の表彰に関すること。 　　こと。

　⑹　消防職員の研修に関すること。 ３　危険物等規制事項

　⑺　消防職員の公務災害及び賞じゅつに関す 　⑴　危険物施設に係る許可、認可、届出及び

　　ること。 　　承認等に関すること。

　⑻　消防職員の健康管理及び福利厚生に関す 　⑵　危険物取扱者及び危険物保安監督者等に

　　ること。 　　関すること。

　⑼　消防職員委員会に関すること。 　⑶　危険物タンクの水張り等の検査に関する

　　こと。

　⑷　危険物規制事務報告に関すること。

　⑸　危険物施設の立入検査及び違反処理に関 　　管理に関すること。

　　すること。 　⑹　メディカルコントロールに関すること。

　⑹　危険物の流出その他の事故に係る行政措 　⑺　救急指導医に関すること。

　　置に関すること。 　⑻　救急医療機関等との連絡調整に関するこ

　⑺　危険物の規制、指導等に関すること。 　　と。

　⑻　火薬類の譲渡、譲受及び消費の許可等に 　⑼　ドクターカーに関すること。

　　関すること。 　⑽　応急手当の普及啓発に関すること。

　⑼　液化石油ガスの保安の確保及び取引の適 　⑾　患者等搬送事業に係る認定及び指導に関

　　正化に関する法律に基づく意見書の交付に 　　すること。

　　関すること。 ３　救助事項

　⑴　特別救助隊及び高度救助隊に関すること。

■警防課 　⑵　国際消防救助隊に関すること。

１　警防事項 　⑶　救助に関する活動基準及び訓練に関する

　⑴　警防業務全般の総合調整に関すること。 　　こと。

　⑵　消防戦術に関すること。 　⑷　救助技術の向上に関すること。

　⑶　中高層建築物火災の消防活動対策に関す 　⑸　救助統計及び分析に関すること。

　　ること。 　⑹　救助用資器材の購入及び保守管理に関す

　⑷　特殊災害の消防活動対策に関すること。 　　ること。

　⑸　災害現場の指揮統制に関すること。 　⑺　救助関係機関との連絡調整に関すること。

　⑹　消防計画及び地域防災計画に関すること。

　⑺　国民保護計画に関すること。 ■通信指令課

　⑻　大規模な訓練等の総合調整に関すること。 １　通信事項

　⑼　消防活動技術の向上に関すること。 　⑴　災害発生通報の受付及び出動指令に関す

　⑽　消防応援、受援に関すること。 　　ること。

　⑾　消防施設整備及び実態調査に関すること。 　⑵　消防隊の運用及び救急管制に関すること。

　⑿　消防水利に関すること。 　⑶　災害通信の運用、通信統制及び指導に関

　⒀　消防活動、訓練の安全管理対策に関する 　　すること。

　　こと。 　⑷　消防無線局に関すること。

　⒁　災害統計及び分析に関すること。 　⑸　消防通信施設の整備、保守管理に関する

　⒂　消防用車両等の購入及び保守管理に関す 　　こと。

　　ること。 　⑹　災害情報等の収集及び伝達に関すること。

　⒃　消防機械器具の購入及び保守管理に関す 　⑺　消防関係機関との連絡調整に関すること。

　　ること。 　⑻　緊急情報システムに関すること。

　⒄　車両用燃料の配当に関すること。 ２　情報管理事項

　⒅　消防用車両等の事故処理に関すること。 　⑴　情報システムの総合的な企画及び調整に

　⒆　防災関係機関との連絡調整に関すること。 　　関すること。

　⒇　住民に対する防災教育訓練に関すること。 　⑵　情報システムの管理及び運用に関するこ

２　救急事項 　　と（総務課の所管に属するものを除く。）。

　⑴　救急に関する活動基準及び訓練に関する 　⑶　情報システムの整備及び維持管理に関す

　　こと。 　　ること。

　⑵　救急技術の向上に関すること。

　⑶　救急統計及び分析に関すること。

　⑷　救急証明に関すること。

　⑸　救急用資器材及び医薬品の購入及び保守
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■消防署・出張所

１　庶務事項 　⑸　火災出動報告書等の処理及び統計に関す

　⑴　文書及び公印に関すること。 　　ること。

　⑵　諸手数料その他収入に関すること。 　⑹　消防用車両の保守管理に関すること。

　⑶　物品の保管及び備品の管理に関すること。 　⑺　消防機械器具の維持管理及び整備に関す

　⑷　庁舎の維持管理に関すること。 　　ること。

　⑸　消防職員の服務等に関すること。 　⑻　消防団員の訓練指導に関すること。

　⑹　消防職員の教養訓練に関すること。 　⑼　自主防災組織等の訓練指導に関すること。

　⑺　消防職員の保健衛生及び福利厚生に関する ４　救急事項

　　こと。 　⑴　救急隊の運用に関すること。

　⑻　自家用給油所の管理運用に関すること。 　⑵　救急業務に関わる教育及び訓練に関する

２　予防事項 　　こと。

　⑴　火災予防に係る指導及び広報に関すること。　⑶　救急出動報告書の処理及び統計に関する

　⑵　火災の原因及び損害の調査に関すること。 　　こと。

　⑶　火災報告に関すること。 　⑷　救急証明に関すること。

　⑷　り災証明に関すること。　 　⑸　救急用薬品及び資器材に関すること。

　⑸　火災協力者表彰の内申に関すること。 　⑹　応急手当講習会の実施に関すること。

　⑹　建築物等の消防同意及び防災指導に関する ５　救助事項

　　こと。 　⑴　救助隊、特別救助隊又は高度救助隊の運

　⑺　消防用設備等の設置及び維持管理に関する 　　用に関すること。

　　こと。 　⑵　救助業務に関わる教育及び訓練に関する

　⑻　防火対象物の立入検査及び違反処理に関す 　　こと。

　　ること。 　⑶　救助出動報告書の処理及び統計に関する

　⑼　防火対象物に係る消防計画の審査及び指導 　　こと。

　　に関すること。 　⑷　救助用資機材の維持管理及び整備に関す

　⑽　火気使用設備等に関すること。 　　ること。

　⑾　防火対象物定期点検報告制度に関すること。６　一般事項

　⑿　危険物施設の立入検査に関すること。 　⑴　火災防御活動に関すること。

　⒀　火薬類の譲渡、譲受及び消費の許可等に関 　⑵　救急活動及び救助活動に関すること。

　　すること。 　⑶　風水害及びその他の災害活動に関するこ

　⒁　液化石油ガスの保安の確保及び取引の適正 　　と。

　　化に関する法律に基づく意見書の交付に関す 　⑷　火災等の警戒に関すること。

　　ること。 　⑸　災害通報及び情報通信に関すること。

　⒂　液化石油ガス設備工事の届出等に関するこ 　⑹　消防無線局に関すること。

　　と。

　⒃　少量危険物及び指定可燃物に関すること。

　⒄　関係団体の運営協力に関すること。

３　警防事項

　⑴　消防隊等の運用に関すること。

　⑵　警防業務に関わる教育及び訓練に関するこ

　　と。

　⑶　警防計画に関すること。

　⑷　消防水利に関すること。
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平成３０年度 令和４年度

松本広域連合発足２０周年

松本広域消防局発足２５周年記念式典
松本広域連合が発足２０周年、松本広域消防局が発足２５周年を迎えたことを記念して、平成３１

年２月２４日に「松本広域連合発足２０周年・松本広域消防局発足２５周年記念式典」が松本市内に

おいて開催されました。歴代の消防局長・事務局長を始めとした消防職員・事務局関係ＯＢ等多くの

来賓をお迎えし、広域発足後の２５年間を振り返りました。

広域発足からの２５年の歴史を

映像・写真と共に振り返りました。

多くの事務局・消防局ＯＢの方に参加

いただき、盛大に開催されました。

令和５年度をもって、松本広域消防局発足から３０年となりました。

平成３０年度発行の消防局発足２５周年特集号から５年の節目を迎えるにあたり、

平成３０年度から令和４年度までの５年間に起こった出来事を写真と共に振り返ります。

平成３０年度
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長野県総合防災訓練・長野県消防相互応援隊

合同訓練を松本広域管内で開催
平成３０年度と令和４年度に長野県総合防災訓練・長野県消防相互応援隊合同訓練が松本広域

管内で開催されました。平成３０年度は塩尻市、令和４年度は松本市を会場とし、県内の各消防本

部をはじめ、自衛隊、長野県、警察等の関係機関と連携した訓練を実施しました。松本広域消防局

では、各種災害への対応訓練を行うとともに、県内外の消防機関応援出動を受け入れるための受

援訓練も併せて実施しました。

平成３０年度

大規模瓦礫・土砂災害救助訓練時の

救出活動の様子 →

←住民による消火訓練

←大規模瓦礫・土砂災害救助訓練時の

現地前進合同調整所の様子

宿営訓練時の女性隊員座談会の様子
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管内で開催されました。平成３０年度は塩尻市、令和４年度は松本市を会場とし、県内の各消防本

部をはじめ、自衛隊、長野県、警察等の関係機関と連携した訓練を実施しました。松本広域消防局

では、各種災害への対応訓練を行うとともに、県内外の消防機関応援出動を受け入れるための受

援訓練も併せて実施しました。

平成３０年度

大規模瓦礫・土砂災害救助訓練時の

救出活動の様子 →

←住民による消火訓練

←大規模瓦礫・土砂災害救助訓練時の

現地前進合同調整所の様子

宿営訓練時の女性隊員座談会の様子

令和４年度

大規模瓦礫・土砂災害救助訓練時の

←長野県大隊長被災本部

情報収集訓練

←ＳＣＵ（広域搬送拠点医療施設）

対応訓練

宿営訓練時の女性隊員座談会の様子→

大規模火災消火訓練→
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松本市内在住の個人から

高規格救急自動車を寄贈
平成３０年度と令和４年度に松本市内在住の個人であるお二方から高規格救急自動車の寄贈が

ありました。平成３０年度に寄贈された救急自動車には「もものい号」、令和４年度に寄贈された救急

自動車には「みさお号」と命名し、それぞれの消防署に配置され、寄贈者の思いを乗せて地域住民

の安全・安心を守っています。

寄贈式・配置式の様子
寄贈者をお迎えし、寄贈式・配置

式を行い、寄贈されたもものい号は、

渚消防署へ配置されました。

平成３０年度

令和４年度

寄贈された高規格救急自動車
寄贈者にゆかりのある阿智村にて、春の時期

に咲き誇る「花桃」をイメージしたデザインと

なっています。

寄贈式・配置式の様子
寄贈者の御親族をお迎えし、寄贈

式・配置式を行い、寄贈されたみさ

お号は、丸の内消防署へ配置されま

した。

寄贈された高規格救急自動車
寄贈者にゆかりのある「桜」をイメージした

デザインとなっています。
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自動車には「みさお号」と命名し、それぞれの消防署に配置され、寄贈者の思いを乗せて地域住民

の安全・安心を守っています。

寄贈式・配置式の様子
寄贈者をお迎えし、寄贈式・配置

式を行い、寄贈されたもものい号は、

渚消防署へ配置されました。

平成３０年度

令和４年度

寄贈された高規格救急自動車
寄贈者にゆかりのある阿智村にて、春の時期

に咲き誇る「花桃」をイメージしたデザインと

なっています。

寄贈式・配置式の様子
寄贈者の御親族をお迎えし、寄贈

式・配置式を行い、寄贈されたみさ

お号は、丸の内消防署へ配置されま

した。

寄贈された高規格救急自動車
寄贈者にゆかりのある「桜」をイメージした

デザインとなっています。

令和元年東日本台風災害派遣
令和元年１０月１２日から１３日にかけ長野県内を襲った台風１９号の影響により、１３

日未明に千曲川堤防が決壊し、北信地域に甚大な被害が発生しました。

長野県消防相互応援協定に基づき、応援が可能な８消防本部が駆け付けました。松本広域

消防局からは、１０月１３日から１６日にかけて、延べ２５隊９３人を派遣し、警察・自衛

隊等の他機関と連携してボート等による救出・救護活動や浸水区域内の逃げ遅れ者の捜索活

動にあたりました。

←現場合同指揮本部を設置
国道１８号（通称アップルライン）

に現場合同指揮本部を設置し、長野県

消防相互応援隊救助部隊へ活動方針の

指示をしている様子。道路上には、豪

雨により流されてきたと思われるりん

ご等の農作物の残骸が見られます。

令和元年度

豊野病院へ向かい歩を進める

救助隊 →
午後８時頃、周囲が暗くなる中、水

が残る道路を歩き、住宅内検索と豊野

病院の重症患者救出に向かいました。

令和元年度 重機及び重機搬送車の配置
令和２年３月２７日、塩尻消防署に重機及び重機搬送車を配置しました。この車両は、緊

急消防援助隊「土砂・風水害機動支援部隊」の創設に伴い、総務省消防庁から無償使用車両

として提供されたもので、長野県内外で発生する大規模災害時において緊急路の確保や堆積

物、土砂等の除去活動を実施します。

↑ 重機搬送車

重機 →
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新型コロナウイルスとの戦い

令和２年に日本で新型コロナウイルス感染症が初めて確認されました。松本広域消防局で

も感染拡大への恐怖の中、未知の感染症に対する救急対応等、苦慮する状況が長く続きまし

たが、職員一丸となり感染拡大防止を徹底し業務にあたりました。

令和２年度～

令和２年度新規採用職員入所式及び人事異動辞令交付式
マスク着用や参加職員の人数を削減し、３密防止の感染対策を講じて行いました。

コロナ禍中の署長会議の様子
大勢の人数が集まる会議は、Ｗｅｂ会議に変更となりました。

消防局内の各部屋へ事務室を分散

業務にあたりました。

移送時の感染防護衣

しました。
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消防局内の各部屋へ事務室を分散
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移送時の感染防護衣

しました。

　

←消防局の受付に透明フィルムを設置
飛沫感染防止の観点から透明フィルムを

設置しました。

←コロナ禍中の救急活動の様子
ディスポ救急服、ゴーグル等を着用した

活動は制約が多くありました。

消防局内の各部屋へ事務室を分散→
総務課、警防課が２階事務室から分散し

業務にあたりました。

移送時の感染防護衣→
救急隊員への感染防止を徹底し移送対応

しました。

←アイソレーターを配備
新型コロナウイルス感染症確定患者の

移送に用いました。
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静岡県熱海市土石流災害派遣

令和３年７月３日、静岡県熱海市において、梅雨前線による大雨に伴い、土石流災害が発生しま

した。この土石流により被災した範囲は、延長約１㎞、最大幅約１２０ｍにわたり、死者２８人、負傷

者４人、多くの物的被害を残しました。

松本広域消防局からは、緊急消防援助隊長野県大隊として、７月１２日から２０日にかけて、延べ

１６隊５６人を派遣し、行方不明者の捜索・救助にあたりました。

←第一次派遣隊 出発式
特殊装備小隊（重機）を含む４隊１４

人が静岡県熱海市へ向け、出動しました。

令和３年度

活動場所までの障害物除去→
救助隊員が活動場所まで安全にアクセ

スできるよう、重機により障害物を除去

しました。

←重機による要救助者検索
堆積した土砂などを掘削し、要救助者

の検索を行いました。

長野県救助小隊と連携した救助活動→
他本部の救助隊との連携を密に取り、

重機の特性を生かして合理的な活動を展

開しました。
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←重機による要救助者検索
堆積した土砂などを掘削し、要救助者

の検索を行いました。

長野県救助小隊と連携した救助活動→
他本部の救助隊との連携を密に取り、
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開しました。

YouTube、Twitterの開設
令和４年５月、広報活動の一環として 上に「松本広域消防チャンネル」を開設し、

令和４年１０月には、多くの住民が火災予防の取組に触れる機会を増やすとともに、「予防

消防」の魅力を広く発信するため、松本広域消防局予防課公式の アカウントを開設し

ました。

アカウント開設
予防に関する投稿の他、消防業務全般に

わたる投稿を行っています。

令和４年度

令和４年度

「松本広域消防チャンネル」に

アップされているサムネイルの一部
職員採用 動画や水難事故防止の広報動画な

ど幅広い分野をアップしています。

令和５年９月時点で３０本の動画をアップし

ており、約５万回の視聴がされています。

発表会後の集合写真
新型コロナウイルスの影響から３年ぶりの集合

形式での開催となりました。来賓、審査員、消防

長、発表者が集まり、盛大に開催されました。
発表の様子

松本広域消防局の代表として、平林佑樹

消防士が堂々と発表し、優良賞を受賞しま

した。

長野県消防職員意見発表会を

塩尻市で開催
令和５年２月２日、第４４回長野県消防職員意見発表会が１４年ぶりに松本広域消防局管

内を開催地として行われました。塩尻市レザンホールを会場として行われた当発表会は、長野県

下１３消防本部から選抜された１３名が一堂に会し、災害現場・救急現場での経験に基づく提案や普

段の業務に対する提言等をテーマに活発な意見発表が行われました。
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１　総　務　編

⑴　管内人口
（各年度4月1日現在）

⑵　消防職員数

 ⑶　人口及び世帯当たりの消防予算額

（各年度4月1日現在、単位：人）

人口密度
(人/㎢)

人口（人） 世帯数
（世帯）男 女

統計で見る５年

1世帯当たり（円）（千円）

年度

H30年度

H31年度
(R元年度)

R2年度

R3年度

R4年度

面積
(㎢)

年度
消防予算額

R4年度

H30年度

H31年度
(R元年度)

R2年度

R3年度

人口（人） 世帯（世帯）

消  防
副士長

消防士 その他
消  防
司令補

消防士長

R3年度

総数 消防司令年度 消防正監 消防監
消  防
司令長

1人当たり(円）

H30年度

H31年度
(R元年度)

R2年度

R4年度
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⑷　表　彰
■消防職員表彰 (単位：人)

功労章
永年勤続
功労章

■一般協力者表彰

個　人 団　体

R4年度

個　人 団　体

R2年度

R3年度

H30年度

H31年度
(R元年度)

火災協力者 救急救助協力者

R4年度 －

(単位：人、団体）

R3年度 －

R2年度 －

H31年度
(R元年度)

－

H30年度 －

計
消防庁長官表彰 全国消防協会

優良消防職員
表彰

全国消防協会
関東支部

優良消防職員
表彰

全国消防長会
永年勤続功労

表彰

表彰種別

年度

表彰種別

年度
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⑷　表　彰
■消防職員表彰 (単位：人)

功労章
永年勤続
功労章

■一般協力者表彰

個　人 団　体

R4年度

個　人 団　体

R2年度

R3年度

H30年度

H31年度
(R元年度)

火災協力者 救急救助協力者

R4年度 －

(単位：人、団体）

R3年度 －

R2年度 －

H31年度
(R元年度)

－

H30年度 －

計
消防庁長官表彰 全国消防協会

優良消防職員
表彰

全国消防協会
関東支部

優良消防職員
表彰

全国消防長会
永年勤続功労

表彰

表彰種別

年度

表彰種別

年度

■ 叙位・叙勲 （平成30年4月1日～令和5年3月31日）

受章年月日 氏名 階級 叙位・叙勲

山 田 任 宏 元松本広域連合消防司令長 危 険 業 務 従 事 者 叙 勲

米 久 保 茂 元松本広域連合消防司令長 危 険 業 務 従 事 者 叙 勲

熊 井 政 人 元松本広域連合消防司令長 危 険 業 務 従 事 者 叙 勲

西 村 滋 人 元松本広域連合消防司令 危 険 業 務 従 事 者 叙 勲

原 昭 佳 元松本広域連合消防正監 春 の 叙 勲

滝 沢 健 一 元松本広域連合消防司令長 危 険 業 務 従 事 者 叙 勲

森 田 昭 治 元松本広域連合消防司令 危 険 業 務 従 事 者 叙 勲

加 藤 知 廣 元松本広域連合消防司令長 危 険 業 務 従 事 者 叙 勲

赤 羽 順 元松本広域連合消防司令長 危 険 業 務 従 事 者 叙 勲

丸 山 昌 利 元松本市消防司令長 叙 位

田 中 恒 夫 元松本市消防司令長 叙 位

古 川 善 規 元松本広域連合消防司令 叙 位

小 口 志 郎 元松本広域連合消防司令長 危 険 業 務 従 事 者 叙 勲

保 髙 茂 元松本広域連合消防司令長 危 険 業 務 従 事 者 叙 勲

飯 島 一 廣 元松本広域連合消防司令長 危 険 業 務 従 事 者 叙 勲

百 瀬 行 敏 元松本広域連合消防司令長 危 険 業 務 従 事 者 叙 勲

矢 ケ 﨑 三 津 男 元松本市消防司令 叙 位

石 井 恒 彦 元松本広域連合消防司令長 叙 位

藤 牧 一 嘉 元松本広域連合消防監 危 険 業 務 従 事 者 叙 勲

石 澤 重 森 元松本市消防司令 叙 位
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２　予　防　編

⑴　火災の概要
(単位：件）

H30年
H31年

(R元年)
R2年 R3年 R4年 合計

総 数

建 物 火 災

林 野 火 災

車 両 火 災

その他の火災

総 数

全 焼

半 焼

部 分 焼

ぼ や

床面積（㎡）

表面積（㎡）

林 野 （ ａ ）

死 者（人）

負傷者（人）

計

建 物 火 災

林 野 火 災 ― －

車 両 火 災

その他の火災

区　　分

損
害
額
（

千
円
）

火
災
種
別

焼
損
程
度

焼
損
面
積

死
傷
者

り災世帯（世帯）

り 災 人 員 （ 人 ）
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⑵　主な出火原因の推移

順　　位 H30年
H31年

(R元年)
R2年 R3年 R4年

１　　位 た き 火 た き 火 火 入 れ 火 入 れ 火 入 れ

２　　位 こ ん ろ 火 入 れ た き 火 た き 火 た き 火

３　　位 放火の疑い こ ん ろ た ば こ こ ん ろ

４　　位 火 入 れ 電 気 機 器

５　　位 ス ト ー ブ こ ん ろ
電灯・電話
等 の 配 線

⑶　防火対象物の状況

区　　分 H30年度
H31年度

(R元年度)
R2年度 R3年度 R4年度

防火対象物数

査察実施件数

消防同意件数

新 築

増 築

改 築 － －

そ の 他

た ば こ
放 火

ス ト ー ブ
電灯・電話
等 の 配 線

ス ト ー ブ
電灯・電話
等 の 配 線

（防火対象物数は各年度4月1日現在、単位：件）
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⑷　予防関係届出状況
■消防法関係 （単位：件）

届 出 種 別 H30年度
H31年度

(R元年度)
R2年度 R3年度 R4年度

消 防 計 画 作 成 （ 変 更 ） 届

防 火 管 理 者 選 任 （ 解 任 ） 届

消 防 用 設 備 等 着 工 届

消 防 用 設 備 等 設 置 届

圧縮アセチレン等の貯蔵・取扱届

合　　計

■火災予防条例関係 （単位：件）

届 出 種 別 H30年度
H31年度

(R元年度)
R2年度 R3年度 R4年度

防 火 責 任 者 選 任 （ 解 任 ） 届

防 火 対 象 物 使 用 開 始 届

炉・かまど・ボイラー等設置届

発電・変電・蓄電池設備設置届

ネ オ ン 管 灯 設 備 設 置 届 － － － － －

水 素 ガ ス を 充 填 す る 気 球 の 届 － － － － －

火 災 と ま ぎ わ ら し い 煙 等 届

煙 火 打 ち 上 げ ・ 仕 掛 け 届

催 物 開 催 届

指 定 洞 道 等 届 （ 新 規 ・ 変 更 ） － － － － －

少 量 危 険 物 ・ 指 定 可 燃 物 届

合　　計

⑸　防火管理者資格取得状況 （単位：件）

講 習 区 分 H30年度
H31年度

(R元年度)
R2年度 R3年度 R4年度

防火管理者資格取得講習会 新規

防火管理者資格取得講習会 再講習

合　　計
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⑷　予防関係届出状況
■消防法関係 （単位：件）

届 出 種 別 H30年度
H31年度

(R元年度)
R2年度 R3年度 R4年度

消 防 計 画 作 成 （ 変 更 ） 届

防 火 管 理 者 選 任 （ 解 任 ） 届

消 防 用 設 備 等 着 工 届

消 防 用 設 備 等 設 置 届

圧縮アセチレン等の貯蔵・取扱届

合　　計

■火災予防条例関係 （単位：件）

届 出 種 別 H30年度
H31年度

(R元年度)
R2年度 R3年度 R4年度

防 火 責 任 者 選 任 （ 解 任 ） 届

防 火 対 象 物 使 用 開 始 届

炉・かまど・ボイラー等設置届

発電・変電・蓄電池設備設置届

ネ オ ン 管 灯 設 備 設 置 届 － － － － －

水 素 ガ ス を 充 填 す る 気 球 の 届 － － － － －

火 災 と ま ぎ わ ら し い 煙 等 届

煙 火 打 ち 上 げ ・ 仕 掛 け 届

催 物 開 催 届

指 定 洞 道 等 届 （ 新 規 ・ 変 更 ） － － － － －

少 量 危 険 物 ・ 指 定 可 燃 物 届

合　　計

⑸　防火管理者資格取得状況 （単位：件）

講 習 区 分 H30年度
H31年度

(R元年度)
R2年度 R3年度 R4年度

防火管理者資格取得講習会 新規

防火管理者資格取得講習会 再講習

合　　計

⑹ 危険物施設の状況
（各年度4月1日現在、単位：件）

H30年度
H31年度

(R元年度)
R2年度 R3年度 R4年度

屋 内 貯 蔵 所

屋外タンク貯蔵所

屋内タンク貯蔵所

地下タンク貯蔵所

簡易タンク貯蔵所 － － － － －

移動タンク貯蔵所

屋 外 貯 蔵 所

計

給 油 取 扱 所

自家用給油取扱所

第１種販売取扱所

第２種販売取扱所

一 般 取 扱 所

計

施　設　区　分

貯
蔵
所

取
扱
所

合 計

製 造 所
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３  警防編

火　災
自然
災害

水　難 交　通
労働
災害

運動
競技

一般
負傷

加　害
自損
行為

急　病 その他 合　計

救急件数 ―

搬送人員 ―

救急件数

搬送人員 ―

救急件数 ―

搬送人員 ―

救急件数

搬送人員 ―

救急件数 ―

搬送人員 ―

⑵ 救急出動件数と搬送人員数の推移

⑶ ドクターカー出動状況

火　災 水　難 交　通 労働災害 運動競技 一般負傷 加　害 自損行為 急　病 その他 合　計

H30年 ― ― ― ―

H31年
(R元年）

― ―

R2年 ― ― ―

R3年 ― ― ― ―

R4年 ― ―

合計

⑴ 救急出動状況
（単位：件）

（単位：件）

区分

R4年

R2年

H31年
(R元年）

H30年

R3年

年 年

（ 元年）

年 年 年

（
搬
送
人
員
数
）

（
救
急
出
動
件
数
）

救急出動件数 搬送人員数

区分

年
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３  警防編

火　災
自然
災害

水　難 交　通
労働
災害

運動
競技

一般
負傷

加　害
自損
行為

急　病 その他 合　計

救急件数 ―

搬送人員 ―

救急件数

搬送人員 ―

救急件数 ―

搬送人員 ―

救急件数

搬送人員 ―

救急件数 ―

搬送人員 ―

⑵ 救急出動件数と搬送人員数の推移

⑶ ドクターカー出動状況

火　災 水　難 交　通 労働災害 運動競技 一般負傷 加　害 自損行為 急　病 その他 合　計

H30年 ― ― ― ―

H31年
(R元年）

― ―

R2年 ― ― ―

R3年 ― ― ― ―

R4年 ― ―

合計

⑴ 救急出動状況
（単位：件）

（単位：件）

区分

R4年

R2年

H31年
(R元年）

H30年

R3年

年 年

（ 元年）

年 年 年

（
搬
送
人
員
数
）

（
救
急
出
動
件
数
）

救急出動件数 搬送人員数

区分

年

⑷ 応急手当普及啓発活動の状況
（単位：人）

合　計 救命入門コース 普通救命講習 上級救命講習
応 急 手 当
普及員講習

H30年度

H31年度
(R元年度）

R2年度 ―

R3年度

R4年度 ―

■ 応急手当普及啓発活動の推移

年度 年度

元年度）

年度 年度 年度

（
上
級
救
命
講
習
・
応
急
手
当
普
及
員
講
習
受
講
者
数
）

（
普
通
救
命
講
習
受
講
者
数
）

普通救命講習

上級救命講習

応急手当普及員講習

区分

年度
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⑸　救助出動状況

出動件数 － －

活動件数 － －

救助人員 － －

出動件数 － －

活動件数 － －

救助人員 － －

出動件数 － － －

活動件数 － － －

救助人員 － － －

出動件数 － －

活動件数 － －

救助人員 － －

出動件数 － － －

活動件数 － － － －

救助人員 － － － －

出動件数 － －

活動件数 － －

救助人員 － －

⑹　救助技術大会出場状況

個人
団体

人員

個人

団体 入賞

H31年度

R2年度

R3年度

減点

減点

引揚救助

結果(秒)

爆

発

事

故

大会中止

建

物

事

故

ロープブリッジ渡過

機

械

事

故

出場種目

（単位：件、人）

R4年度
消 防 救 助 技 術
関 東 地 区 指 導 会

H30年

H31年
(R元年)

R2年

障害突破

大会種別

障害突破

そ

の

他

総

　
数

水

難

事

故

風

水

事

故

火

　
災

合　計

区　分

交

通

事

故

団体

ガ

ス

・

酸

欠

上位大会への出場なし

新型コロナウイルスにより大会中止

上位大会への出場なし

R3年

R4年

H30年度
消 防 救 助 技 術
関 東 地 区 指 導 会

全 国 消 防 救 助 技 術 大 会

区分

年度
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⑸　救助出動状況

出動件数 － －

活動件数 － －

救助人員 － －

出動件数 － －

活動件数 － －

救助人員 － －

出動件数 － － －

活動件数 － － －

救助人員 － － －

出動件数 － －

活動件数 － －

救助人員 － －

出動件数 － － －

活動件数 － － － －

救助人員 － － － －

出動件数 － －

活動件数 － －

救助人員 － －

⑹　救助技術大会出場状況

個人
団体

人員

個人

団体 入賞

H31年度

R2年度

R3年度

減点

減点

引揚救助

結果(秒)

爆

発

事

故

大会中止

建

物

事

故

ロープブリッジ渡過

機

械

事

故

出場種目

（単位：件、人）

R4年度
消 防 救 助 技 術
関 東 地 区 指 導 会

H30年

H31年
(R元年)

R2年

障害突破

大会種別

障害突破

そ

の

他

総

　
数

水

難

事

故

風

水

事

故

火

　
災

合　計

区　分

交

通

事

故

団体

ガ

ス

・

酸

欠

上位大会への出場なし

新型コロナウイルスにより大会中止

上位大会への出場なし

R3年

R4年

H30年度
消 防 救 助 技 術
関 東 地 区 指 導 会

全 国 消 防 救 助 技 術 大 会

区分

年度

４　通信指令編

１１９番通報受信状況　

災　害 試　験
当番医
照  会

悪　戯 訓　練
他機関
転　送

その他

固定電話

ＩＰ電話

携帯電話

固定電話

ＩＰ電話

携帯電話

固定電話

ＩＰ電話

携帯電話

固定電話

ＩＰ電話

携帯電話

固定電話

ＩＰ電話

携帯電話

■ １１９番通報受信状況の推移

内

訳

R3年

R4年 内

訳

内

訳

H31年
(R元年）

R2年 内

訳

（単位：件）

H30年

総　数

内

訳

年

区分

年 年 年 年 年

件
数
（
件
）

総数 固定電話 ＩＰ電話 携帯電話
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令和5年度消防年報





総　務　編

第４４回長野県消防職員意見発表会（令和５年２月：塩尻市レザンホール）

総
務
編
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１　人事
⑴　職員配置状況

課 長 ⑴ ⑴

総 務 担 当

事務局出向

そ の 他

⑴

庄内出張所

神林出張所

山辺出張所

安曇出張所

１　自治体等への派遣職員（総務省消防庁、松本市、塩尻市、安曇野市及び松本広域連合事務
　局へ各１人、長野県消防防災航空センターへ２人）は、定数外のため除いています。　
２　短時間勤務再任用職員（丸の内、芳川、渚、本郷、豊科、梓川、穂高、麻績、明科、山形
　消防署及び庄内、神林、山辺出張所に各１人）は、定数外のため除いています。
３　育児休業等の長期休職者については、定数外のため除いています。

条 例 定 数

実 員 総 数

予 防 課

警 防 課

通 信 指 令 課

広 丘 消 防 署

塩 尻 消 防 署

丸の内消防署

芳 川 消 防 署

渚 消 防 署

小 計

消
　
防
　
署

小 計

総

数

麻 績 消 防 署

明 科 消 防 署

山 形 消 防 署

豊 科 消 防 署

梓 川 消 防 署

消
　
防
　
局

　　　　　階　級

　所　属

消 防 局 長

消 防 局 次 長

穂 高 消 防 署

総 務 課

本 郷 消 防 署

消

防

正

監

消
防
司
令
補

消

防

士

長

消

防

司

令

消
防
司
令
長

消

防

監

 （令和5年4月1日現在）

（単位：人）

そ

の

他

消

防

士

消
防
副
士
長
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１　人事
⑴　職員配置状況

課 長 ⑴ ⑴

総 務 担 当

事務局出向

そ の 他

⑴

庄内出張所

神林出張所

山辺出張所

安曇出張所

１　自治体等への派遣職員（総務省消防庁、松本市、塩尻市、安曇野市及び松本広域連合事務
　局へ各１人、長野県消防防災航空センターへ２人）は、定数外のため除いています。　
２　短時間勤務再任用職員（丸の内、芳川、渚、本郷、豊科、梓川、穂高、麻績、明科、山形
　消防署及び庄内、神林、山辺出張所に各１人）は、定数外のため除いています。
３　育児休業等の長期休職者については、定数外のため除いています。

条 例 定 数

実 員 総 数

予 防 課

警 防 課

通 信 指 令 課

広 丘 消 防 署

塩 尻 消 防 署

丸の内消防署

芳 川 消 防 署

渚 消 防 署

小 計

消
　
防
　
署

小 計

総

数

麻 績 消 防 署

明 科 消 防 署

山 形 消 防 署

豊 科 消 防 署

梓 川 消 防 署

消
　
防
　
局

　　　　　階　級

　所　属

消 防 局 長

消 防 局 次 長

穂 高 消 防 署

総 務 課

本 郷 消 防 署

消

防

正

監

消
防
司
令
補

消

防

士

長

消

防

司

令

消
防
司
令
長

消

防

監

 （令和5年4月1日現在）

（単位：人）

そ

の

他

消

防

士

消
防
副
士
長

⑵　年齢・階級別職員数

階 級

年 齢

歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳

 　　（令和5年4月1日現在）

消

防

士

そ

の

他

消

防

士

長

消
防
副
士
長

(単位：人）

平均年齢

総　　数

消

防

司

令

消
防
司
令
補

総

数

消

防

正

監

消

防

監

消
防
司
令
長
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⑶　勤続年数・階級別職員数

階 級

勤続年数

 　　（令和5年4月1日現在）

40年以上
41年以上

35年以上
36年以上
37年以上
38年以上

32年以上
33年以上
34年以上

39年以上

28年以上
29年以上
30年以上
31年以上

24年以上
25年以上
26年以上
27年以上

20年以上
21年以上
22年以上
23年以上

5年以上

18年以上
19年以上

そ

の

他

1年未満

2年以上

消
防
司
令
補

消

防

士

長

消
防
副
士
長

消

防

士

消

防

司

令

消
防
司
令
長

消

防

正

監

消

防

監

12年以上
13年以上

（単位:人）

総　　数

総

数

6年以上
7年以上
8年以上
9年以上
10年以上

1年以上

14年以上
15年以上

11年以上

16年以上
17年以上

3年以上
4年以上
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⑷　職員研修状況

（令和4年度）

人員 研修職員階級 場　　　　　所

月 日～ 月 日 消 防 司 令 補
東京都調布市

「消防大学校」

月 日～ 月 日 消 防 司 令 補 〃

月 日～ 月 日 消 防 司 令 補 〃

月 日 消 防 司 令 補
長野市篠ノ井

「長野県消防学校」

月 日～ 月 日 消 防 士 〃

月 日～ 月 日
消 防 司 令 補
消 防 士 長

〃

月 日～ 月 日
消 防 司 令 補
消 防 士 長

〃

月 日～ 月 日
消 防 司 令 補
消 防 士 長
消 防 副 士 長

〃

月 日・ 月 日 消 防 司 令 補 〃

月 日～ 月 日
消 防 司 令 補
消 防 士 長

〃

月 日 ～ 月 日 消 防 士 〃

月 日～ 月 日 消 防 司 令 補 〃

月 日 ～ 月 日 消 防 士 長 〃

月 日～ 月 日 消 防 士 〃

救
命
士
研
修
所

月 日 ～ 月 日 消 防 士 長
東京都八王子市
「東京研修所」

■派遣研修

派　遣　研　修　名 期　　　間

予 防 科

火 災 調 査 科

操 法 指 導 員 講 習

初 任 科

救 急 科

救 助 科

特 殊 災 害 科

長　
　
野　
　
県　
　
消　
　
防　
　
学　
　
校

火 災 調 査 科

危 険 物 科

救 急 高 度 化 研 修

消
防
大
学
校

女 性 活 躍 推 進 コ ー ス

ビデオ硬性挿管用喉頭鏡講習

救急救命士研修課程（後期）

予 防 査 察 科

幹 部 科
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■実務研修 （令和4年度）

人員 研修職 員階級 場　　　　所

8月5日 消 防 司 令 補 神 奈 川 県 横 浜 市
「 関 内 ホ ー ル 」

11月4日 消 防 監 神 奈 川 県 横 浜 市
「新横浜グレイスホテル」

12月14日 消 防 司 令 長 オ ン ラ イ ン 研 修

2月28日 消 防 司 令 長 オ ン ラ イ ン 研 修

4月26日 消 防 司 令 補 オ ン ラ イ ン 研 修

7月14日 ～ 7月15日 消 防 司 令 補 オ ン ラ イ ン 研 修

9月30日
消 防 司 令
消 防 司 令 補

オ ン ラ イ ン 研 修

10月21日
消 防 司 令
消 防 司 令 補

長 野 市
「 長 野 市 生 涯 学 習
セ ン タ ー 」

11月25日 消 防 司 令 補
山梨県中巨摩郡昭和町
「 ア ピ オ セ レ モ ニ ー
タ ワ ー 館 」

11月27日～ 12月2日 消 防 司 令 補 神 奈 川 県 横 浜 市
「 横 浜 市 消 防 局 」

1月27日 消 防 司 令
大阪府大阪市中央区
「大阪府立 男女 共同 参画
青 少 年 セ ン タ ー 」

3月6日 ～ 3月8日 消 防 司 令 補 東 京 都 千 代 田 区
「東京消防 庁本 部庁 舎」

5月25日～ 5月27日 消 防 司 令 補 オ ン ラ イ ン 研 修

7月15日 消 防 司 令 補 オ ン ラ イ ン 研 修

7月21日～ 7月22日 消 防 司 令 補
兵 庫 県 高 砂 市
「 は り ま 交 通 研 修
セ ン タ ー 」

8月29日～ 9月1日
消 防 司 令 補
消 防 士 長

茨城県ひたちなか市
「安全運転 中央 研修 所」

9月15日 消 防 司 令 横 浜 市 中 区
「 神 奈 川 県 民 ホ ー ル 」

11月2日

消 防 司 令
消 防 司 令 補
消 防 士 長
消 防 副 士 長

中 野 市
「 豊 田 公 民 館 」

11月5日 消 防 司 令 補
愛 知 県 一 宮 市
「 一 宮 ス ポ ー ツ 文 化
セ ン タ ー 」

11月15日 消 防 司 令 補
東 京 都 中 央 区
「 銀 座 ブ ロ ッ サ ム
中 央 会 館 」

1月26日～ 1月27日 消 防 司 令 補 広 島 県 広 島 市
「広島市文 化交 流会 館」

2月20日～ 2月22日 消 防 司 令 補 滋 賀 県 大 津 市
「 全 国 市 町 村 国 際 文 化 研 修 所 」

12月1日～ 12月2日
消 防 司 令
消 防 司 令 補

京都府京都市中京区
「 京 都 市 消 防 局
消 防 司 令 セ ン タ ー 」

2月4日 消 防 司 令 補
東 京 都 豊 島 区
「 帝 京 平 成 大 学
池 袋 キ ャ ン パ ス 」

全 国 消 防 救 助
シ ン ポ ジ ウ ム

救 命 士 研 修 会

火 災 調 査 技 術 研 修
（東京消防庁短期受託研修）

危 険 物 保 安 技 術 講 習 会

違反是正の推進に係る実務研修

緊 急 車 両 指 導 員 養 成 研 修

消 防 実 務 講 習 会

期　　間実　務　研　修　名

総
務
関
係

総 務 関 係 実 務 研 修 会
消 防 財 政 実 務 研 修 会
全 国 消 防 長 会 関 東 支 部
消 防 長 研 修 会
ハ ラ ス メ ン ト 等 相 談 窓 口
相 談 員 向 け 研 修 会
女性消防吏員の更なる活躍推進
に 係 る 管 理 職 員 研 修 会

通 信 指 令 員 教 育
通
信
指
令
関
係

全 国 山 岳 遭 難 対 策 協 議 会

長野県法令違反是正事例研究会予
防
関
係

地 下 タ ン ク ・ 配 管 講 習 会

日 本 救 急 医 学 会 中 部 地 方 会

関 東 支 部 消 防 法 令
違 反 是 正 事 例 発 表 会

調 査 技 術 会 議

警
防
関
係

通 信 指 令
シ ン ポ ジ ウ ム

安 全 運 転 研 修

全 国 救 急 隊 員
シ ン ポ ジ ウ ム

火 薬 類 取 締 法 研 修

日本臨床救急医学会総会・学術会

国 際 消 防 救 助 隊 セ ミ ナ ー
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２　財　政
⑴　消防費当初予算額

■歳　入 （単位：千円）

科 目 Ｒ５年度 Ｒ４度 比　較

消 防 費 負 担 金

消 防 費 手 数 料 △ 570

財 産 収 入

消 防 費 繰 入 金 ―

消 防 費 繰 越 金

消 防 費 雑 入 △ 8,030

広 域 連 合 債

合 計

■歳　出

科 目 Ｒ５年度 Ｒ４年度 比　較

一 般 管 理 費

職 員 厚 生 費 △ 290

職 員 研 修 費 △ 2,650

常 備 消 防 費

消 防 施 設 費

基 金 積 立 金

公 債 費 △ 17,110

予 備 費

合 計

■人口及び世帯当たり消防費予算額

一人当たり
（円）

一世帯当たり
（円）

令 和 ５ 年 度

令 和 ４ 年 度

構成比(％)

人口（人）
年 度 別

消防予算額　　
（千円）

世帯数（世帯）

構成比(％)

（単位：千円）

- 53 -



■　消防費当初予算額の推移

■　消防費当初予算の内訳

一般管理費
職員厚生費

職員研修費

常備消防費

消防施設費 基金積立金

公債費

予備費

令和５年度当初予算

歳出内訳

消防費負担金

消防費手数料

財産収入

消防費繰入金

消防費繰越金

消防費雑入

広域連合債

令和５年度当初予算

歳入内訳

Ｈ

５

年

度

Ｈ

年

度

Ｈ

年

度

Ｈ

年

度

Ｈ

年

度

Ｈ

年

度

Ｒ

５

年

度

単位：千円

単位：千円

Ｒ５年度

単位：千円
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■　消防費当初予算額の推移

■　消防費当初予算の内訳

一般管理費
職員厚生費

職員研修費

常備消防費

消防施設費 基金積立金

公債費

予備費

令和５年度当初予算

歳出内訳

消防費負担金

消防費手数料

財産収入

消防費繰入金

消防費繰越金

消防費雑入

広域連合債

令和５年度当初予算

歳入内訳

Ｈ

５

年

度

Ｈ

年

度

Ｈ

年

度

Ｈ

年

度

Ｈ

年

度

Ｈ

年

度

Ｒ

５

年

度

単位：千円

単位：千円

Ｒ５年度

単位：千円

⑵　関係市村消防費負担金

松 本 市 ―

塩 尻 市

安曇野市 ― ―

麻 績 村 ― ― ―

生 坂 村 ― ― ―

山 形 村 ― ― ―

朝 日 村 ― ― ―

筑 北 村 ― ― ―

総 額

（令和５年度）

　　　　　（単位：千円）

高速道路
救急業務
特 交 分

共 通 経 費

合 計関係市村 基準財政
需要額割

特　別
負担金

小 計

ド ク タ ー
カ ー
特 交 分

退 職 手 当
特 別
負 担 金

松本市

塩尻市
安曇野市

麻績村

生坂村

山形村

朝日村

筑北村

関係市村消防費負担金 共通経費 単位：千円
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⑶　消防費決算額
■歳　入

Ｒ３年度 Ｒ２年度 比　較 構成比(％)
△ 25,524,193

△ 506,550

△ 3,500

△ 128,700,000
△ 91,706,056

■歳　出
Ｒ３年度 Ｒ２年度 比　較 構成比(％)

△ 260,056,732

△ 138,552,500

（単位：円）

国 庫 支 出 金

合 計

利子及び配当金

寄 附 金
消 防 費 繰 越 金
消 防 費 雑 入
広 域 連 合 債

（単位：円）

物 品 売 払 収 入

科 目
消 防 費 負 担 金
手 数 料

科 目

公 債 費

一 般 管 理 費

合 計

職 員 厚 生 費
職 員 研 修 費
常 備 消 防 費
消 防 施 設 費

消防費負担金

手数料

国庫支出金

利子及び配当金

物品売払収入寄附金

消防費繰越金

消防費雑入 広域連合債
令和３年度決算歳入内訳

単位：円

一般管理費

職員厚生費

職員研修費

常備消防費

消防施設費

公債費令和３年度決算歳出内訳

単位：円
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■収入済額・支出済額推移

■支出済額内訳推移

収入済額 支出済額

単位：円

総務管理費 消防費 公債費

単位：円
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３　その他
⑴　関係市村消防団の現況

総数 女性

⑵　歴代消防局長

区　分

初　代

二　代

三　代

四　代

五　代

六　代

七　代

八　代

九　代

十　代

十一代

十二代

十三代

十四代

十五代

十六代

十七代

十八代 降幡　明生 令 和 年 月 日 ～

（1年）

現在

（1年）

（2年）

～

塩原　久典 平 成 年 月 日 ～ 令和 年 月 日

（1年）

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平 成 年 月 日

平 成 年 月 日

平 成 年 月 日

百瀨　　渉 平 成 年 月 日 平成 年 月 日～

清水　哲弥 （3年）

（1年）

（2年）

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日 （2年）

（2年）

（2年）

（1年）

～

～

平成 年 月 日

総　　　数

筑 北 村

氏　名

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

～

～

～

～

～

平 成 年 月 日

平 成 年 月 日

（1年）

（2年）

（2年）

（2年）

（2年）

角田　啓蔵

田近 浩幸朝 日 村

宮入 好徳

東筑摩郡朝日村大字古見1555番地1

～

～

～

～

平 成 年 月 日

平 成 年 月 日

平 成 年 月 日

平 成 年 月 日

平 成 年 月 日

平 成 年 月 日

平 成 年 月 日

平 成 年 月 日

～

～

在 任 期 間

山 形 村
東筑摩郡山形村2030番地1

団

本庄 富雄
山形村総務課

関係市村

百瀬 一茂

二 木 弘

松 本 市

安曇野市

本　部　所　在　地

上條 博文
松本市丸の内3番7号
松本市危機管理部消防防災課
塩尻市大門七番町3番3号
塩尻市総務部危機管理課
安曇野市豊科6000番地
安曇野市危機管理課

塩 尻 市

（令和5年4月1日現在）

分団
定員
(人)

実員（人）
組 織

消 防 団 長
男性

麻 績 村

山本   人

東筑摩郡麻績村麻3837番地
續麻 紀由

麻績村総務課
東筑摩郡生坂村5493番地2
生坂村総務課

生 坂 村

島田　宏光 令 和 年 月 日 ～ 令和 年 月 日

（2年）

朝日村総務課
東筑摩郡筑北村西条4195番地
筑北村総務課

有賀　俊幸

櫻井　貞文

三沢　　敦

小川　博通

宮澤　孝紀

藤岡　　泰

中西　康雄

村上　幸雄

百瀬　文雄

小山　安雄

平 成 年 月 日原　　昭佳

中沼　博史

𠮷𠮷
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予　防　編

令和４年度防火ポスター最優秀賞
安曇野市立穂高北小学校　澁谷　龍聖 さん

予
防
編
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１　火災統計

⑴　概要         

⑵　火災発生状況前年比較       

令和４年 令和３年 比　較

建 物 火 災 △ 3

林 野 火 災

車 両 火 災

そ の 他 の 火 災 △ 2

△ 7

全 焼 △ 1

半 焼 △ 2

部 分 焼

ぼ や △ 5

焼損床面積 ㎡ △ 464

焼損表面積 ㎡

林野焼損面積（ ）

△ 6

建 物 火 災

林 野 火 災

車 両 火 災 △ 6,122

そ の 他 の 火 災

区　　　分

　

負 傷 者 （ 人 ）

火 災 件 数（件）

火
災
種
別

焼 損 棟 数（棟）

焼
損
程
度

焼
損
面
積

損 害 額 （ 千 円 ）

火
災
種
別

り災世帯数（世帯）

死 者 （ 人 ）

り 災 人 員 （ 人 ）

こんろが１３件（８．７％）、電気機器が９件（６．０％）となっています。

　死者は５人で前年と同じ、負傷者は２３人で前年より６人減少しました。

　令和４年の火災発生件数は１５０件と、前年より１件増加しました。

　火災種別で見ると、建物火災が７０件で全体の４６．７％を占め、昨年より３件減少し

ました。また、林野火災が３件（２．０％）、車両火が１４件（９．３％）、その他の火

災が６３件（４２．０％）となっています。　　　　

　出火原因は、火入れが２３件（１５．３％）で最も多く、たき火が１５件（１０．０％）、
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１　火災統計

⑴　概要         

⑵　火災発生状況前年比較       

令和４年 令和３年 比　較

建 物 火 災 △ 3

林 野 火 災

車 両 火 災

そ の 他 の 火 災 △ 2

△ 7

全 焼 △ 1

半 焼 △ 2

部 分 焼

ぼ や △ 5

焼損床面積 ㎡ △ 464

焼損表面積 ㎡

林野焼損面積（ ）

△ 6

建 物 火 災

林 野 火 災

車 両 火 災 △ 6,122

そ の 他 の 火 災

区　　　分

　

負 傷 者 （ 人 ）

火 災 件 数（件）

火
災
種
別

焼 損 棟 数（棟）

焼
損
程
度

焼
損
面
積

損 害 額 （ 千 円 ）

火
災
種
別

り災世帯数（世帯）

死 者 （ 人 ）

り 災 人 員 （ 人 ）

こんろが１３件（８．７％）、電気機器が９件（６．０％）となっています。

　死者は５人で前年と同じ、負傷者は２３人で前年より６人減少しました。

　令和４年の火災発生件数は１５０件と、前年より１件増加しました。

　火災種別で見ると、建物火災が７０件で全体の４６．７％を占め、昨年より３件減少し

ました。また、林野火災が３件（２．０％）、車両火が１４件（９．３％）、その他の火

災が６３件（４２．０％）となっています。　　　　

　出火原因は、火入れが２３件（１５．３％）で最も多く、たき火が１５件（１０．０％）、

火災種別の比率

発生件数

年
火災件数
死者数

建物火災

件

林野火災

件

車両火災

件

その他の火災

件

■令和４年火災種別の比率

件

件

件

人

人

人

人

人

人

人

件

件

件

件

件

件

件

（
死
者
数
）

火
災
件
数

■火災件数と死者数の推移
死者数 火災件数

火災発生件数

１５０件
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⑶　市村別火災発生状況　　　　　　

－

－

－

－ － － － － －

－ － － － － － －

－ － － － － － － －

－ － － － － － － － － － －

－ － － － － － －

⑷　消防署・出張所別火災発生状況

－ － － －

庄内出張所 － － － － － －

－ － － － －

神林出張所 － － － － －

－ － －

－ － －

山辺出張所 － － － －

－ －

－ － － －

－ －

－ － － － － －

安曇出張所 － － － － － － －

－ － － － －

－ － － －

－ － －

－ －

－ － － － － － － －

そ
の
他
の
火
災

死

　
者

火　災　件　数 死傷者 　　　　　建物火災

総

数

建

物

火

災

全

　
焼

半

　
焼

部

分

焼

ぼ

　
や

朝 日 村

負

傷

者

焼損程度（棟）

松 本 市

塩 尻 市

安曇野市

麻 績 村

生 坂 村

山 形 村

林

野

火

災

車

両

火

災

筑 北 村

総 数

火　災　件　数 死傷者 　　　　　建物火災

全

　
焼

半

　
焼

部

分

焼

本 郷 消 防 署

丸の内消防署

芳 川 消 防 署

渚 消 防 署

総

数

建

物

火

災

林

野

火

災

車

両

火

災

そ
の
他
の
火
災

死

　
者

負

傷

者

焼損程度（棟）

ぼ

　
や

明 科 消 防 署

山 形 消 防 署

※委託区域分

総 数

塩 尻 消 防 署

広 丘 消 防 署

豊 科 消 防 署

梓 川 消 防 署

穂 高 消 防 署

麻 績 消 防 署

市 村

区 分

消防署

区 分

市 村

区 分

消防署

区 分

市 村

区 分

消防署

区 分

市 村

区 分

消防署

区 分
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－

－

－ － － －

－ － － －

－ － － － － － －

－ － － － － － － － － － －

－ － － － － － －

－ － － －

－ － － － －

－ － － － －

－ － － －

－ － －

－

－ － － －

－ －

－ － － －

－ －

－ －

－ － － －

－ － － －

－

－

－

－ － － － － － － － － － －

（単位：人、㎡、ａ、千円）

　　　　　建物火災
林

野

焼

損

面

積

損　　害　　額

林

野

車

両

そ

の

他

床

面

積

表

面

積

建

　
物

収

容

物

り

災

人

員

焼損面積
総

額

建　物
り

災

世

帯

（単位：人、㎡、ａ、千円）

　　　　　建物火災
林

野

焼

損

面

積

損　　害　　額

建

　
物

車

両

そ

の

他

収

容

物

建　物
林

野

総

額

床

面

積

表

面

積

り

災

世

帯

り

災

人

員

焼損面積
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⑸　月別火災発生状況

－ －

－ － －

－ －

－ － －

－ － －

－ － － －

－ －

－ － － －

－ － － － －

－ － － －

－ －

－ － －

5 月

総　数

7 月

8 月

9 月

10月

11月

12月

6 月

1 月

2 月

3 月

4 月

焼損程度（棟）
林

野

火

災

車

両

火

災

そ
の
他
の
火
災

死

　
者

負

傷

者

ぼ

　
や

火　災　件　数 死傷者 　　　　　建物火災

総

数

建

物

火

災

全

　
焼

半

　
焼

部

分

焼

月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月

（
火
災
件
数
）

■月別火災発生状況

区 分

月

月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月

（
火
災
件
数
）

■月別火災発生状況

区 分

月

月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月

（
火
災
件
数
）

■月別火災発生状況

区 分

月

月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月

（
火
災
件
数
）

■月別火災発生状況

区 分

月
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－

－ －

－

－ －

－ － －

－ － － － － －

－ － －

－ － －

－ － － － － －

－ － －

－ －

－ － －

り

災

世

帯

り

災

人

員

焼損面積
総

額

建　物

床

面

積

表

面

積

建

　
物

収

容

物

林

野

（単位：人、㎡、ａ、千円）

　　　　　建物火災
林

野

焼

損

面

積

損　害　額

車

両

そ

の

他

歳未満

人

～ 歳

人 ～ 歳

人

～ 歳

人

～ 歳

人

～ 歳

人

～ 歳

人

～ 歳

人

歳以上

人

■年齢別死者の状況（平成５年～平成２９年）

累計死者数

２０８人

歳未満

人

～ 歳

人 ～ 歳

人

～ 歳

人

～ 歳

人

～ 歳

人

～ 歳

人

～ 歳

人

歳以上

人

■年齢別死者の状況（平成５年～平成３０年）

累計死者数

２１５人

歳未満

人

～ 歳

人 ～ 歳

人

～ 歳

人

～ 歳

人

～ 歳

人

～ 歳

人

～ 歳

人

歳以上

人

■年齢別死者の状況（平成５年～平成２９年）

累計死者数

２０８人

歳未満

人

％

～ 歳

人 ～ 歳

人

～ 歳

人

％

～ 歳

人

～ 歳

人

～ 歳

人

～ 歳

人

歳以上

人

■年齢別死者の状況（平成５年～令和４年）

累計死者数

２４２人
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⑹　出火原因別火災発生状況　　　    

原 因 件数 原 因 件数 原 因 件数 原 因 件数

１位 た き 火 た き 火 １位 火 入 れ 火 入 れ

２位 火 入 れ 火 入 れ ２位 た き 火 た き 火

３位 こ ん ろ こ ん ろ ３位 こ ん ろ た ば こ

４位 ス ト ー ブ た ば こ ４位 電 気 機 器 ス ト ー ブ

５位 た ば こ ス ト ー ブ ５位 電灯・電話等の配線 電灯・電話等の配線

６位 電灯・電話等の配線 電 気 機 器 ６位 マ ッ チ ・ ラ イ タ ー 配 線 器 具

７位 電 気 機 器 放火の疑い ６位 た ば こ こ ん ろ

７位 放 火 電灯・電話等の配線 ６位 放火の疑い 電 気 機 器

７位 放火の疑い 取 灰 放 火

10位 配 線 器 具 放 火 マ ッ チ ・ ラ イ タ ー

そ の 他 そ の 他 そ の 他 そ の 他

不明・調査中 不明・調査中 不明・調査中 不明・調査中

総数 総数総数

令和４年 令和４年 令和３年

総数

順位
長  野  県

順位
松本広域消防局

令和３年

火入れ たき火 こんろ 電気機器 電灯・電話等の配

線

マッチ・

ライター

たばこ 放火の疑い その他

（
火
災
件
数
）

■主な出火原因前年比較

令和３年

令和４年

たき火 こんろ 放火の疑い 火入れ ストーブ たばこ 放火 電気装置 その他 不明

（
火
災
件
数
）

■主な出火原因前年比較

平成 年

平成 年

火入れ たき火 こんろ 電気機器 電灯・電話等

の配線

マッチ・

ライター

たばこ 放火の疑い その他 不明・

調査中

（
火
災
件
数
）

■主な出火原因前年比較

令和３年

令和４年

- 66 -



2月6日・7日 48

⑺　時間帯別火災発生状況                　　　　

⑻　曜日別火災発生状況　　　　　　　　　　　　

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ 不明

（
火
災
件
数
） （時 間 帯）

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 日曜日 不 明

（
火
災
件
数
）

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ 不明

（
火
災
件
数
） （時 間 帯）

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 日曜日 不 明

（
火
災
件
数
）
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２　防火対象物 （令和5年4月1日現在）

⑴　市村別防火対象物の概要

松

本

市

塩

尻

市

安

曇

野

市

麻

績

村

生

坂

村

山

形

村

朝

日

村

筑

北

村

総

　
数

イ 劇 場 等 － － － － －

ロ 集 会 場

イ キ ャ バ レ ー等 － － － － － －

ロ 遊 戯 場 等 － － － － －

ハ 風 俗 店 等 － － － － － － －

ニ カ ラ オ ケ 店 等 － － － － － －

イ 料 理 店 等 － － － － － －

ロ 飲 食 店 等 －

百 貨 店 等 －

イ 旅 館 ・ ホ テ ル 等

ロ 共 同 住 宅 等 －

イ 病 院 等 － － －

ロ 特別養護老人ホーム等 － －

ハ デイサービスセンター等

ニ 幼 稚 園 等 － － － － －

学 校 等

図 書 館 等 －

イ 蒸 気 ・ 熱 気 浴 場 等 － － － － － － － － －

ロ 公 衆 浴 場 等 － － － － －

停 車 場 等 － － － － － －

神 社 ・ 寺 院 等 － －

イ 工 場 ・ 作 業 場

ロ テ レ ビ ス タ ジ オ － － － － － － －

イ 自 動 車 車 庫 － － －

ロ 飛 行 機 等 格 納 庫 － － － － － － －

倉 庫

そ の 他 の 事 業 所

イ 複 合 用 途 （ 特 定 ）

ロ 複 合 用 途 （ 非 特 定 ）

地 下 街 － － － － － － － － －

準 地 下 街 － － － － － － － － －

文 化 財 建 造 物 等

ア ー ケ ー ド － － － － － － － － －

１６の３項

総　　  　　　　数

６項

９項

１２項

１３項

１６項

１６の２項

１７項

１８項

１４項

１５項

１０項

１１項

(単位：件）

７項

８項

１項

２項

３項

５項

４項

市 村

用 途
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（令和5年4月1日現在）

⑵　消防署・出張所別防火対象物の概要

庄

内

出

張

所

神

林

出

張

所

山

辺

出

張

所

安

曇

出

張

所

イ 劇 場 等 － － － － － － － －

ロ 集 会 場

イ キ ャ バ レ ー 等 － － － － － － － － － － － － － －

ロ 遊 戯 場 等 － － － － －

ハ 風 俗 店 等 － － － － － － － － － － － － － － －

ニ カ ラ オ ケ 店 等 － － － － － － － － － － － －

イ 料 理 店 等 － － － － － － － － － － － － －

ロ 飲 食 店 等

百 貨 店 等

イ 旅館・ホテル等 －

ロ 共 同 住 宅 等

イ 病 院 等

ロ 特別養護老人ホーム等 －

ハ デイサービスセンター等

ニ 幼 稚 園 等 － － － － － －

学 校 等

図 書 館 等 － －

イ 蒸気･熱気浴場等 － － － － － － － － － － － － － － － － －

ロ 公 衆 浴 場 等 － － － － － － －

停 車 場 等 － － － － － － － － － －

神 社 ・ 寺 院 等

イ 工 場 ・ 作 業 場

ロ テレビスタジオ － － － － － － － － － － － － － － －

イ 自 動 車 車 庫 － －

ロ 飛行機等格納庫 － － － － － － － － － － － － － －

倉 庫

その他の事業所

イ 複合用途（特定）

ロ 複合用途（非特定）

地 下 街 － － － － － － － － － － － － － － － － －

準 地 下 街 － － － － － － － － － － － － － － － － －

文化財建造物等 －

ア ー ケ ー ド － － － － － － － － － － － － － － － － －

（単位：件）

山

形

消

防

署

総
　
　
　
　
数

１項

２項

麻

績

消

防

署

明

科

消

防

署

丸

の

内

消

防

署

芳

川

消

防

署

渚

消

防

署

本

郷

消

防

署

塩

尻

消

防

署

５項

広

丘

消

防

署

豊

科

消

防

署

梓

川

消

防

署

穂

高

消

防

署

４項

３項

１６の３項

総　　　　　　　　数

６項

９項

１２項

１３項

１６項

１６の２項

１７項

１８項

１５項

１４項

１０項

１１項

７項

８項

消防署

用 途
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（令和４年度）

⑶　消防同意件数及び査察実施状況

イ 劇 場 等 － － －

ロ 集 会 場 － －

イ キ ャ バ レ ー 等 － － － － － －

ロ 遊 戯 場 等 － － － － －

ハ 風 俗 店 等 － － － － － －

ニ カ ラ オ ケ 店 等 － － － － －

イ 料 理 店 等 － － － － －

ロ 飲 食 店 等 － －

百 貨 店 等 － －

イ 旅 館 ・ ホ テ ル 等 － － － － －

ロ 共 同 住 宅 等 － －

イ 病 院 等 － －

ロ 特別養護老人ホーム等 － －

ハ デイサービスセンター等 － －

ニ 幼 稚 園 等 － － －

学 校 等 － －

図 書 館 等 － － －

イ 蒸 気 ・ 熱 気 浴 場 等 － － － － － － －

ロ 公 衆 浴 場 等 － － － － －

停 車 場 等 － － － －

神 社 ・ 寺 院 等 － － －

イ 工 場 ・ 作 業 場 －

ロ テ レ ビ ス タ ジ オ － － － － － －

イ 自 動 車 車 庫 － － －

ロ 飛 行 機 等 格 納 庫 － － － －

倉 庫 － －

そ の 他 の 事 業 所 －

イ 複 合 用 途 （ 特 定 ） －

ロ 複 合 用 途 （ 非 特 定 ） － －

地 下 街 － － － － － － －

準 地 下 街 － － － － － － －

文 化 財 建 造 物 等 － － － － －

ア ー ケ ー ド － － － － － － －

－ － －

１５項

９項

用　　　　途

同　　意　　区　　分
防
火
対
象
物
総
数

８項

７項

１０項

１１項

１４項

査

察

実

施

数

受

付

件

数

新

　
　
築

増

　
　
築

改

　
　
築

そ

の

他

(単位：件）

１８項

一 般 住 宅 等 （ 建 築 設 備 含 む ）

総　　　　数

１２項

１３項

１６項

１６の２項

１６の３項

１７項

１項

２項

３項

５項

６項

４項
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⑷　各種届出状況 （単位：件）

⑸　防火管理者資格取得講習受講状況
■　新規講習（甲種）

備考

■　新規講習（甲種・乙種）

備考

■　再講習

備考

 1月5日・6日 松 本 市 塩 尻 市 防 火 管 理 協 会

総　　数

7月14日・15日 松　本　市 松 本 市 防 火 管 理 協 会

消防法関係

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

備考

（令和４年度）

－

－

－

－

－

－

－

主　　　催

安曇野市・東筑防火管理者協議会

塩 尻 市 防 火 管 理 協 会

松 本 市 防 火 管 理 協 会

安曇野市・東筑防火管理者協議会

11月21日

2月2日・3日

実施日 修了者数(人)

松 本 市 安曇野市・東筑防火管理者協議会

講 習 会 場

松 本 市

主　　　催

松本広域防火管理連合会

水 素 ガ ス を 充 填 す る 気 球 の 届

火 災 と ま ぎ ら わ し い 煙 等 届

煙 火 打 ち 上 げ ・ 仕 掛 け 届

催 物 開 催 届

指 定 洞 道 等 届 新 規 ・ 変 更 ）

少 量 危 険 物 ・ 指 定 可 燃 物 届

総 数

実施日 講 習 会 場修了者数(人)

実施日

　12月15日・16日 松 本 市 松 本 市 防 火 管 理 協 会

　6月16日・17日

　9月15日・16日

　9月28日・29日

修了者数(人)

松 本 市

松 本 市

松 本 市

講 習 会 場

　8月25日・26日 松 本 市 塩 尻 市 防 火 管 理 協 会

　11月17日・18日

主　　　催

届 出 種 別

消 防 計 画 作 成 変 更 届

防 火 管 理 者 選 任 解 任 届

消 防 用 設 備 等 着 工 届

消 防 用 設 備 等 設 置 届

火災予防条例関係

圧縮アセチレンガス等の貯蔵・取扱届

防 火 責 任 者 選 任 （ 解 任 ） 届

防 火 対 象 物 使 用 開 始 届

炉 ・ か ま ど ・ ボ イ ラ ー 等 設 置 届

発 電 ・ 変 電 ・ 蓄 電 池 設 備 設 置 届

松 本 市

－

総　　数

ネ オ ン 管 灯 設 備 設 置 届
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３　危険物施設

⑴　危険物施設の概要 　（令和5年4月1日現在）

製

造

所

屋

内

貯

蔵

所

屋

外

タ

ン

ク

貯

蔵

所

屋

内

タ

ン

ク

貯

蔵

所

地

下

タ

ン

ク

貯

蔵

所

簡

易

タ

ン

ク

貯

蔵

所

移

動

タ

ン

ク

貯

蔵

所

屋

外

貯

蔵

所

給

油

取

扱

所

給

油
（

自

家

用
）

取

扱

所

第

一

種

販

売

取

扱

所

第

二

種

販

売

取

扱

所

一

般

取

扱

所

■消防署・出張所別

庄内出張所

神林出張所

山辺出張所

安曇出張所

筑 北 村

総 数

丸の内消防署

松 本 市

塩 尻 市

安 曇 野 市

麻 績 村

生 坂 村

山 形 村

朝 日 村

■市村別
貯蔵所 取扱所

総

　
　
　
数

（単位：件）

（単位：件）

総 数

梓 川 消 防 署

芳 川 消 防 署

穂 高 消 防 署

麻 績 消 防 署

明 科 消 防 署

山 形 消 防 署

渚 消 防 署

本 郷 消 防 署

塩 尻 消 防 署

広 丘 消 防 署

豊 科 消 防 署

市 村

区 分
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　（令和4年度）

⑵　許可・完成検査等の状況

製

　
　
造

　
　
所

屋

内

貯

蔵

所

屋

外

タ

ン

ク

貯

蔵

所

屋

内

タ

ン

ク

貯

蔵

所

地

下

タ

ン

ク

貯

蔵

所

簡

易

タ

ン

ク

貯

蔵

所

移

動

タ

ン

ク

貯

蔵

所

屋

外

貯

蔵

所

給

油

取

扱

所

給
油
（

自
家
用
）

取
扱
所

第

一

種

販

売

取

扱

所

第

二

種

販

売

取

扱

所

一

般

取

扱

所

そ

の

他

設 置 許 可

変 更 許 可

完 成 検 査
（ 設 置 ）
完 成 検 査
（ 変 更 ）

仮 使 用

水 圧 検 査

水 張 検 査

品 名
数 量 変 更
譲 渡
引 渡

廃 止

保 安 監 督 者
選 解 任

査 察 実 施 数

総 数

（単位：件）

区　　　分

貯蔵所 取扱所

総

　
　
　
数

年 年 年 年 年 年

■危険物施設数の推移

年

（
件
数
）
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空白



空白

警　防　編

寄贈され、丸の内消防署へ配置（愛称「みさお号」）
令和４年度、松本市内在住の個人から高規格救急自動車１台が

警
防
編
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１　救急統計

⑴  概要         

⑵　救急出動状況

火

災

自

然

災

害

水

難

事

故

交

通

事

故

労

働

災

害

運

動

競

技

一

般

負

傷

加

害

自

損

行

為

急

病

転

院

搬

送

そ

の

他

－

－

■　救急出動件数　前年比

－

△9 △2 △6 △17

■　搬送人員総数　前年比

－

－

△ 11 － △1 △16 △12 △2

令和 ３ 年

比 較

（単位：件）

令和 ４ 年

令和 ３ 年

比 較

（単位：人）

令和 ４ 年

搬 送 人 員

     令和４年の救急出動件数は１９，８９６件、搬送人員は１８，７１９人で、前年より出動件数

   は２，９０２件（１７．１％）、搬送人員は２，６６３人（１６．６％）それぞれ増加しました。

　   これは、１日平均約５４．５件（約２６．４分に１回）の割合で救急隊が出動し、管轄地域住

   民の２２．５人に１人の割合で病院に搬送されたことになります。

     事故種別で見ると、急病が１３，５７５件（６８．２％）と最も多く、次いで一般負傷が

   ２，９２３件（１４．７％）、転院搬送が１，６２３件（８．２％）となっています。

（単位：件）

区 分

事故種別

総

数

救急出動件数

（
出
動
件
数
及
び
搬
送
人
員
）

■ 救急出動件数の推移 救急出動件数 搬送人員
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⑶　市村別救急出動状況

火

災

自
然
災
害

水
難
事
故

交
通
事
故

労
働
災
害

運
動
競
技

一
般
負
傷

加

害

自
損
行
為

急

病

転
院
搬
送

そ

の

他

出動件数 －
搬送人員 － － －
出動件数 － －
搬送人員 － －
出動件数 －
搬送人員 －
出動件数 － － －
搬送人員 － － － － －
出動件数 － － － － － － － －
搬送人員 － － － － － － － － － －
出動件数 － － － －
搬送人員 － － － － － －
出動件数 － － － － －
搬送人員 － － － － － －
出動件数 － －
搬送人員 － － － －
出動件数 － － － － － － － －
搬送人員 － － － － － － － － － －
出動件数 － － － － － － － － － － － － －
搬送人員 － － － － － － － － － － － － －
出動件数 －
搬送人員 －

塩 尻 市

安曇野市

麻 績 村

生 坂 村

総 数

山 形 村

朝 日 村

筑 北 村

高速道路

管 外

（単位：件）

区 分

事故種別

総

数

松 本 市

松本市

件

塩尻市

件 安曇野市

件

麻績村

件

生坂村

件

山形村

件

朝日村

件

筑北村

件 高速道路

件

■ 市村別救急出動状況
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⑷　消防署・出張所別救急出動状況

火

災

自
然
災
害

水
難
事
故

交
通
事
故

労
働
災
害

運
動
競
技

一
般
負
傷

加

害

自
損
行
為

急

病

転
院
搬
送

そ

の

他

出動件数 － －
搬送人員 － － －
出動件数 － －
搬送人員 － － －
出動件数 － －
搬送人員 － － －
出動件数 － －
搬送人員 － － －
出動件数 － －
搬送人員 － － －
出動件数 － －
搬送人員 － －
出動件数 － －
搬送人員 － －
出動件数 －
搬送人員 －
出動件数 － － －
搬送人員 － － － －
出動件数 － － － － －
搬送人員 － － － － － －
出動件数 － －
搬送人員 － － －
出動件数 －
搬送人員 － － －
出動件数 － － －
搬送人員 － － － － －
出動件数 － －
搬送人員 － － －
出動件数 －
搬送人員 －

山形消防署

総 数

梓川消防署

安曇出張所

穂高消防署

麻績消防署

明科消防署

豊科消防署

（単位：件）

区 分

事故種別

総

数

丸の内消防署

庄内出張所

芳川消防署

渚 消 防 署

本郷消防署

塩尻消防署

広丘消防署

丸
の
内
消
防
署

庄
内
出
張
所

芳
川
消
防
署

渚
消
防
署

本
郷
消
防
署

塩
尻
消
防
署

広
丘
消
防
署

豊
科
消
防
署

梓
川
消
防
署

安
曇
出
張
所

穂
高
消
防
署

麻
績
消
防
署

明
科
消
防
署

山
形
消
防
署

（
出
動
件
数
）

■ 消防署・出張所別救急出動状況
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⑸　月別救急出動状況

火

災

自

然

災

害

水

難

事

故

交

通

事

故

労

働

災

害

運

動

競

技

一

般

負

傷

加

害

自

損

行

為

急

病

転

院

搬

送

そ

の

他

 1月 － － －

 2月 － －

 3月 － －

 4月 －

 5月 －

 6月 － － －

 7月 －

 8月 － －

 9月 － －

 10月 － －

 11月 －

 12月 － －

総数 －

（単位：件）

事故種別

総

数

月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月

（
出
動
件
数
）

■ 月別救急出動状況

区分

月
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⑹　時間帯別救急出動状況

火

災

自
然
災
害

水
難
事
故

交
通
事
故

労
働
災
害

運
動
競
技

一
般
負
傷

加

害

自
損
行
為

急

病

転
院
搬
送

そ

の

他

0～2 － － － －

2～4 － － －

4～6 － － －

6～8 － － －

8～10 － －

10～12 －

12～14 － －

14～16 －

16～18 －

18～20 － －

20～22 － －

22～24 － －

総数 －

（単位：件）

事故種別
総

数

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

（
出
動
件
数
）

（時間帯）

■ 時間帯別救急出動状況

区分

時間帯
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⑺　曜日別救急出動状況

火

災

自
然

災

害

水
難

事

故

交
通

事

故

労
働

災

害

運
動

競

技

一
般

負

傷

加

害

自
損

行

為

急

病

転
院

搬

送

そ

の

他

月曜日 －

火曜日 －

水曜日 － －

木曜日 －

金曜日 － －

土曜日 － －

日曜日 －

総数 －

（単位：件）

事故種別

総

数

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 日曜日

（
出
動
件
数
）

■ 曜日別救急出動状況

区分

曜日
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⑻　搬送人員の状況
■　傷病程度別搬送人員の状況

火

災

自

然

災

害

水

難

事

故

交

通

事

故

労

働

災

害

運

動

競

技

一

般

負

傷

加

害

自

損

行

為

急

病

転

院

搬

送

そ

の

他

死 亡 － － － － － － － － － － － － －

重 症 － － － － － － － － － － －

中等症 － － － － － － － － －

軽 症 － － － － － － － － － － － － －

その他 － － － － － － － － － － － － －

計 － － － － － － － － －

死 亡 － － － － － － － － － － －

重 症 － － － － － － － － － － －

中等症 － － － － － － － －

軽 症 － － － － － － － －

その他 － － － － － － － － － － － － －

計 － － － － － － － －

死 亡 － － － － － － － － － －

重 症 － － － － － － － － －

中等症 － － － － － －

軽 症 － － － － －

その他 － － － － － － － － － － － － －

計 － － － － －

死 亡 － － － － － － －

重 症 － － － － －

中等症 － －

軽 症 － － －

その他 － － － － － － － － － － － － －

計 － －

死 亡 － － － － － － － －

重 症 － － － －

中等症 － －

軽 症 － － － －

その他 － － － － － － － － － － － － －

計 － －

死 亡 － － － － － － － －

重 症 － － － －

中等症 －

軽 症 － － －

その他 － － － － － － － － － － － － －

計 －

少
　
年

成
　
人

高
齢
者

総
　
数

（単位：人）

区 分

事故種別

総

数

新
生
児

乳
幼
児
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■ 現場到着までの所要時間の状況 ■ 収容医療機関までの所要時間の状況

■ 年齢区分別搬送状況 ■ 傷病程度別搬送状況

分未満

件 ～ 分未満

件

～ 分未満

件～ 分未満

件

分以上

件

平均時間

分 秒

分未満

人

～ 分未満

人

～ 分未満

人

～ 分未満

人

～ 分未満

人

分以上

人

平均時間

分 秒

新生児

人

乳幼児

人

少年

人

成人

人

高齢者

人

搬送人員

人

死亡

人
重症

人

中等症

人

軽症

人

その他

人

搬送人員

人
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■　応急処置実施状況 ■　医療機関別搬送状況

■　救急出動件数の推移

件

（急病）

件

（交通）

件

（一般負傷） 件

（その他）

件

（総数）

血中酸素測定

件

血圧測定

件

酸素吸入

件

保温

件

心肺蘇生

件

その他

件

応急処置実施件数

件
国立医療機関

人

公立医療機関

人

公的医療機関

人

私的医療機関

人

その他

人

医療機関搬送人員

人

（
出
動
件
数
）

- 84 -



■　応急処置実施状況 ■　医療機関別搬送状況

■　救急出動件数の推移

件

（急病）

件

（交通）

件

（一般負傷） 件

（その他）

件

（総数）

血中酸素測定

件

血圧測定

件

酸素吸入

件

保温

件

心肺蘇生

件

その他

件

応急処置実施件数

件
国立医療機関

人

公立医療機関

人

公的医療機関

人

私的医療機関

人

その他

人

医療機関搬送人員

人

（
出
動
件
数
）

⑼　ドクターカー出動状況

火

災

自
然
災
害

水
難
事
故

交
通
事
故

労
働
災
害

運
動
競
技

一
般
負
傷

加

害

自
損
行
為

急

病

転
院
搬
送

そ

の

他

－ － －

－ － － －

(単位：件）

区　　　分

事故種別

総

数

出 動 件 数

搬 送 人 員

月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月

（
出
動
件
数
）

■ 月別出動状況

■ ドクターカー出動件数の推移

■ 市村別出動状況

（
出
動
件
数
）

松本市

件

塩尻市

件

安曇野市

件

朝日村

件

筑北村

件

高速道路

件
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⑽　ヘリコプターによる救急搬送状況

■　ヘリコプターの事故種別出動状況

火

災

自
然
災
害

水
難
事
故

交
通
事
故

労
働
災
害

運
動
競
技

一
般
負
傷

加

害

自
損
行
為

急

病

転
院
搬
送

そ

の

他

出動件数 － － － － － － － － － － － － －

搬送人員 － － － － － － － － － － － － －

出動件数 － － － －

搬送人員 － － － － －

出動件数 － － － －

搬送人員 － － － － －

■　年別によるヘリコプター出動件数

　                     　　                               （松本広域消防局管内）

（単位：件）

区　　　分

事故種別

総

数

消防防災ヘリ

信州ドクターヘリ

総 数

消防防災ヘリ

信州ドクターヘリ

（
出
動
件
数
）

交通事故 労働災害 一般負傷 急病 その他

消防防災ヘリ

信州ドクターヘリ

（
出
動
件
数
）
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⑾　応急手当普及啓発活動の状況
（単位：人）

講 習 会 受 講 者 数

応急手当普及員講習

上 級 救 命 講 習

普 通 救 命 講 習

救 命 入 門 コ ー ス －

総 数

※救急入門コースは平成24年度から開始

(令和４年度）

人

総 数

人

普通救命講習

人

上級救命講習

人

応急手当普及員講習

■ 応急手当普及啓発活動の推移

（年度）

（
人
数
）（年度）

（
人
数
）

（
人
数
）

（
人
数
）（年度） （年度）

応急手当普及員講習

人
上級救命講習

人

普通救命講習

人

受講者数

人
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２　救助統計

⑴　概要         

⑵　救助出動状況         

建

　
物

建

物

以

外

出 動 件 数

活 動 件 数

救 助 人 員

■　市村別出動状況

松 本 市

塩 尻 市

安 曇 野 市

麻 績 村

生 坂 村

山 形 村

朝 日 村

筑 北 村

管 轄 以 外

総 数

■　救助工作車配置消防署別出動状況

渚 消 防 署

塩 尻 消 防 署

豊 科 消 防 署

総 数

長野自動車道

（単位：件）

（単位：件）

火　災
交
通
事
故

水
難
事
故

風
水
事
故

総

数

建
物
事
故

ガ
ス
酸
欠

そ

の

他

区 分

機
械
事
故

（単位：件）

爆
発
事
故

　令和４年の救助出動状況は、出動件数が２３３件（活動件数６１件）で、救助人

員が６８人となっています。事故種別ごとに出動件数を見ると、交通事故が８６件

　救助人員は、交通救助が２４人と最も多く全体の３５％を占めています。

（３６.９％)と最も多く、次いで建物火災が４７件(２０．１％)となっています。　
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⑶　救助活動状況        

■　発生場所別救助活動状況

建
　
物

建
　
物

以
　
外

■　発生場所別救助人員状況

建
　
物

建
　
物

以
　
外

そ の 他

総    数

地  　下

屋

外

道

路

高速道路

水

面

内 水 面

外 水 面

山  　岳

そ の 他

そ の 他

水

難

事

故

区 分

火　災
風

水

事

故

機

械

事

故

交

通

事

故

総    数

そ の 他

山  　岳

そ の 他

地  　下

屋

外

道

路

高速道路

そ の 他

水

面

内 水 面

外 水 面

屋

内

住　　居

そ の 他

屋

内

住　　居

そ の 他

建

物

事

故

ガ

ス

酸

欠

爆

発

事

故

そ

の

他

ガ

ス

酸

欠

爆

発

事

故

そ

の

他

総

数

（単位：人）

（単位：件）

建

物

事

故

機

械

事

故

総

数

区 分

火　災
交

通

事

故

水

難

事

故

風

水

事

故
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３　救急統計その他災害統計

救

急

支

援

偵

察

危

険

排

除

ヘ

リ

支

援

水

防

活

動

水

防

警

戒

捜

索

特

殊

災

害

そ

の

他

総

数

庄 内 出 張 所

神 林 出 張 所

山 辺 出 張 所

安 曇 出 張 所

（単位：件）

丸 の 内 消 防 署

穂 高 消 防 署

麻 績 消 防 署

総 数

芳 川 消 防 署

明 科 消 防 署

山 形 消 防 署

渚 消 防 署

本 郷 消 防 署

塩 尻 消 防 署

広 丘 消 防 署

豊 科 消 防 署

梓 川 消 防 署

丸
の
内
消
防
署

庄
内
出
張
所

芳
川
消
防
署

神
林
出
張
所

渚
消
防
署

本
郷
消
防
署

山
辺
出
張
所

塩
尻
消
防
署

広
丘
消
防
署

豊
科
消
防
署

梓
川
消
防
署

安
曇
出
張
所

穂
高
消
防
署

麻
績
消
防
署

明
科
消
防
署

山
形
消
防
署

（
災
害
発
生
件
数
）

■ 消防署・出張所別その他災害発生件数

区 分

管轄署所
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４　救急統計警防
⑴ 消防車両等の現況

庄

内

出

張

所

神

林

出

張

所

山

辺

出

張

所

安

曇

出

張

所

－

－ －

非 常 用 消 防
ポ ン プ 自 動 車

－ － － － － － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － －

非常用水槽付消防ポ
ン プ 自 動 車

－ － － － － ⑴ － － ⑴ － － － － － ⑴ － － ⑶

－ － － － － － － － － － － － － － －

－ － －

非 常 用 救 急 自 動 車 － － － － － ⑴ － － ⑴ － ⑴ － － － ⑴ － － ⑷

－ － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － － － － － －

－

－ － － － － － － － － － － － － －
オ フ ロ ー ド
バ イ ク

総 数

救 助 工 作 車

指 揮 広 報 車

　(単位：台）

総

数

梓

川

消

防

署

穂

高

消

防

署

麻

績

消

防

署

明

科

消

防

署

山

形

消

防

署

消 防 ポ ン プ
自 動 車

塩

尻

消

防

署

豊

科

消

防

署

広

丘

消

防

署

そ の 他 の 車 両

機 動 連 絡 車

渚

消

防

署

本

郷

消

防

署

化 学 消 防
ポ ン プ 自 動 車

高 規 格 救 急 自 動 車

は し ご 付 消 防 自 動 車

屈 折 は し ご 付
消 防 自 動 車

水 槽 付 消 防
ポ ン プ 自 動 車

区　　　　分

消

防

局

丸

の

内

消

防

署

芳

川

消

防

署

ポ ン プ 搭 載 車 数

指 揮 車

二 輪 車

人 員 搬 送 車

支 援 車 Ⅰ 型

資 機 材 搬 送 車

連 絡 車

軽 連 絡 車

重 機 搬 送 車
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⑵　消防車両等の配置状況
種   別 車両番号 車 名 ぎ装会社名 性能等 登録年月日

指 揮 広 報 車 800す1473 ト ヨ タ ト ヨ タ カ ロ ー ラ 南 信 パッソ

機 動 連 絡 車 800す2297 ト ヨ タ ト ー ハ ツ ㈱ 無償使用

連 絡 車 300ね1990 ス バ ル ― レガシー

連 絡 車 300ふ2363 マ ツ ダ ― ビアンテ

人 員 搬 送 車 200さ1547 三 菱 ― ﾏｲｸﾛﾊﾞｽ

軽 連 絡 車 480た2695 ホ ン ダ ― Ｎバン

軽 連 絡 車 480あ3538 ダ イ ハ ツ ― カーゴ

軽 連 絡 車 480つ7607 ダ イ ハ ツ ― ハイゼット

指 揮 広 報 車 800す5589 日 産 ㈱ 田 中 自 動 車 セレナ

水槽付消防ポンプ自動車 800は1137 日 野 長 野 ポ ン プ ㈱

消 防 ポ ン プ 自 動 車 800さ7069 日 野 日 本 機 械 工 業

は し ご 付 消 防 自 動 車 800は 244 マ ギ ル ス ㈱ モ リ タ テ ク ノ ス 国 際 商 品 部 30m級

高 規 格 救 急 自 動 車 800す2302 ト ヨ タ トヨタテクノクラフト ―

指 揮 広 報 車 800す4178 ス ズ キ ㈱ 田 中 自 動 車 ランディ

消 防 ポ ン プ 自 動 車 800す4456 日 野 ㈱ モ リ タ A-2(圧縮)

高 規 格 救 急 自 動 車 800す2253 ト ヨ タ トヨタテクノクラフト ―

指 揮 広 報 車 800す2074 三 菱 三菱自動車ロジテクノ㈱ デリカ

水槽付消防ポンプ自動車 800は 598 日 野 日 本 機 械 工 業

消 防 ポ ン プ 自 動 車 800す5823 い す ゞ い ち は ら 工 業 ㈱

高 規 格 救 急 自 動 車 800す5755 ト ヨ タ トヨタテクノクラフト ―

資 機 材 搬 送 車 800す1081 い す ゞ 長 野 い す ゞ 自 動 車 ㈱

指 揮 車 800す5777 ト ヨ タ ㈱ 平 和 機 械 ―

指 揮 広 報 車 800す3427 ト ヨ タ ㈱ 長 野 ト ヨ タ ノア

化 学 消 防 ポ ン プ 自 動 車 800は1135 い す ゞ 日 本 ド ラ イ ケ ミ カ ル

支 援 車 （ Ⅰ 型 ） 800は 861 い す ゞ ト ノ ッ ク ス 無償使用

指 揮 広 報 車 800す 533 ト ヨ タ ㈱ 長 野 ト ヨ タ ﾊｲｴｰｽ

水槽付消防ポンプ自動車 800は 647 日 野 長 野 ポ ン プ ㈱

消 防 ポ ン プ 自 動 車 800す5311 い す ゞ ㈱ モ リ タ

は し ご 付 消 防 自 動 車 800は 466 マ ギ ル ス ㈱ モ リ タ テ ク ノ ス 国 際 商 品 部 30m級

救 助 工 作 車 800は 862 日 野 帝 国 繊 維 株 式 会 社 Ⅲ型

高 規 格 救 急 自 動 車 800す4381 ト ヨ タ トヨタテクノクラフト ―

水槽付消防ポンプ自動車 800さ4544 い す ゞ 日 本 機 械 工 業 非常用

高 規 格 救 急 自 動 車 800す 716 ト ヨ タ トヨタテクノクラフト 非常用

指 揮 広 報 車 800す4205 三 菱 ㈱ 田 中 自 動 車 デリカ

消 防 ポ ン プ 自 動 車 800す6129 日 野 長 野 ポ ン プ ㈱ 1,500ℓ水槽付

消 防 ポ ン プ 自 動 車 800す2259 日 野 ㈱ モ リ タ A-2(圧縮)

高 規 格 救 急 自 動 車 800す4384 ト ヨ タ トヨタテクノクラフト ―

資 機 材 搬 送 車 800す3762 ト ヨ タ ㈱ 高 橋 自 動 車 商 会 レジアスエース

指 揮 車 800す1443 ト ヨ タ ㈱ ヨ コ ハ マ モ ー タ ー セ ー ル ス 無償使用

指 揮 広 報 車 800す3796 三 菱 ㈱ 田 中 自 動 車 デリカ

消 防 ポ ン プ 自 動 車 800す3062 日 野 ㈱ モ リ タ A-2(圧縮)

芳川消防署

本郷消防署

渚消防署

神林出張所

丸の内消防署

　　　　　　　（令和5年4月1日現在）

区 分

庄内出張所

山辺出張所

消防局
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種   別 車両番号 車 名 ぎ装会社名 性能等 登録年月日区 分

指 揮 広 報 車 800す3864 ス ズ キ ㈱ 田 中 自 動 車 ランディ

水槽付消防ポンプ自動車 800は 599 日 野 日 本 機 械 工 業

消 防 ポ ン プ 自 動 車 800さ7068 日 野 日 本 機 械 工 業

屈折はしご付消防自動車 800は 916 日 野 ㈱ モ リ タ 27ｍ級

救 助 工 作 車 800は 645 日 野 帝 国 繊 維 株 式 会 社 Ⅱ型

高 規 格 救 急 自 動 車 800す4383 ト ヨ タ トヨタテクノクラフト ―

重 機 搬 送 車 800は1244 三 菱 ふ そ う い そ の ボ デ ー 無償使用

高 規 格 救 急 自 動 車 800す1029 ト ヨ タ トヨタテクノクラフト 非常用

水槽付消防ポンプ自動車 800は 534 日 野 日 本 ド ラ イ ケ ミ カ ル 非常用

指 揮 広 報 車 800さ9528 ト ヨ タ ト ヨ タ カ ロ ー ラ 南 信 ノア

化 学 消 防 ポ ン プ 自 動 車 800は1181 い す ゞ 日 本 ド ラ イ ケ ミ カ ル

消 防 ポ ン プ 自 動 車 800す5312 い す ゞ ㈱ モ リ タ

高 規 格 救 急 自 動 車 800す5251 ト ヨ タ トヨタテクノクラフト ―

指 揮 広 報 車 800す2959 ト ヨ タ ケ イ シ ョ ウ 車 体 ﾊｲｴｰｽ

水槽付消防ポンプ自動車 800は 648 日 野 長 野 ポ ン プ ㈱

消 防 ポ ン プ 自 動 車 800す5313 い す ゞ ㈱ モ リ タ

救 助 工 作 車 800は1304 日 野 ㈱ モ リ タ Ⅱ型

高 規 格 救 急 自 動 車 800す3959 ト ヨ タ トヨタテクノクラフト ―

高 規 格 救 急 自 動 車 800す 714 ト ヨ タ トヨタテクノクラフト 非常用

指 揮 広 報 車 800す5588 日 産 ㈱ 田 中 自 動 車 セレナ

消 防 ポ ン プ 自 動 車 800す6130 日 野 長 野 ポ ン プ ㈱ 1,500ℓ水槽付

消 防 ポ ン プ 自 動 車 800す1810 日 野 日 本 機 械 工 業

高 規 格 救 急 自 動 車 800す4818 ト ヨ タ トヨタテクノクラフト ―

指 揮 広 報 車 800す2922 三 菱 関 東 三 菱 自 動 車 デリカ

消 防 ポ ン プ 自 動 車 800す4953 日 野 ㈱ モ リ タ

高 規 格 救 急 自 動 車 800す4819 ト ヨ タ トヨタテクノクラフト ―

指 揮 広 報 車 800す5105 日 産 ㈱ ノ ー ス ウ エ ス ト エクストレイル

水槽付消防ポンプ自動車 800は1180 日 野 日 本 機 械 工 業

消 防 ポ ン プ 自 動 車 800さ6145 日 野 ㈱ モ リ タ

高 規 格 救 急 自 動 車 800す4382 ト ヨ タ トヨタテクノクラフト ―

指 揮 広 報 車 800さ3795 三 菱 ㈱ 田 中 自 動 車 デリカ

水槽付消防ポンプ自動車 800は 740 い す ゞ 日 本 ド ラ イ ケ ミ カ ル 工作車兼用

消 防 ポ ン プ 自 動 車 800す5824 い す ゞ い ち は ら 工 業 ㈱

高 規 格 救 急 自 動 車 800す3466 ト ヨ タ トヨタテクノクラフト ―

水槽付消防ポンプ自動車 800は 535 日 野 日 本 ド ラ イ ケ ミ カ ル 非常用

高 規 格 救 急 自 動 車 800す2302 ト ヨ タ トヨタテクノクラフト 非常用

指 揮 広 報 車 800す5104 日 産 ㈱ ノ ー ス ウ エ ス ト エクストレイル

水槽付消防ポンプ自動車 800は1257 日 野 日 本 機 械 工 業

消 防 ポ ン プ 自 動 車 800す2258 日 野 ㈱ モ リ タ A-2(圧縮)

高 規 格 救 急 自 動 車 800す5253 ト ヨ タ トヨタテクノクラフト ―

指 揮 広 報 車 800す4206 三 菱 ㈱ 田 中 自 動 車 デリカ

水槽付消防ポンプ自動車 800は 600 日 野 ㈱ モ リ タ

消 防 ポ ン プ 自 動 車 800す6206 日 野 い ち は ら 工 業 ㈱

高 規 格 救 急 自 動 車 800す5252 ト ヨ タ トヨタテクノクラフト ―

山形消防署

広丘消防署

豊科消防署

梓川消防署

安曇出張所

穂高消防署

明科消防署

麻績消防署

塩尻消防署
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総 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年
以 以 以 以 以 以 以 以 以 以 以 以 以 以 以
上 上 上 上 上 上 上 上 上 上 上 上 上 上 上

年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年
数 未 未 未 未 未 未 未 未 未 未 未 未 未 未 未

満 満 満 満 満 満 満 満 満 満 満 満 満 満 満

非常用消防ポンプ自動車

非 常 用 救 急 自 動 車

指 揮 広 報 車

機 動 連 絡 車

そ
の
他
の
車
両

オ フ ロ ー ド バ イ ク

化 学 消 防 ポ ン プ 自 動 車

軽 連 絡 車

高 規 格 救 急 自 動 車

屈 折 は し ご 付
消 防 自 動 車

総 数

指 揮 車

人 員 搬 送 車

資 機 材 搬 送 車

連 絡 車

二 輪 車

支 援 車 Ⅰ 型

重 機 搬 送 車

⑶　消防車両等の経過年数　　　　　　　　　　　　      （単位：台）

は し ご 付 消 防 自 動 車

ポ

ン

プ

搭

載

車

消 防 ポ ン プ 自 動 車

救 助 工 作 車

水 槽 付
消 防 ポ ン プ 自 動 車

消防車両等

経過年数
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⑷　中高層建築物の現況

階 階 階 階 階 階 階 階 階 階 階 階 階

建 建 建 建 建 建 建 建 建 建 建 建 建

庄 内 出 張 所 － － －

－ － － －

神 林 出 張 所 － － － － － － － －

－

－ － － － － －

山 辺 出 張 所 － － － － － － －

－ － － －

－ － －

－ － － － － － － －

－ － － － － － － － －

安 曇 出 張 所 － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － －

－ － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － －

－ － － － － － － － －

麻 績 消 防 署

明 科 消 防 署

山 形 消 防 署

総 数

梓 川 消 防 署

穂 高 消 防 署

（単位：件）

本 郷 消 防 署

塩 尻 消 防 署

広 丘 消 防 署

豊 科 消 防 署

区　　　分

階 数

総

数

丸 の 内 消 防 署

芳 川 消 防 署

渚 消 防 署
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空白



通信指令編

無線基地局（芥子坊主）

通
信
指
令
編
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１　消防通信指令システム主要装置

装　　　　置　　　　名 数量

指 令 台

指 揮 台

自 動 出 動 指 定 装 置

地 図 等 検 索 装 置

長 時 間 録 音 装 置

指 令 制 御 装 置

指 令 電 送 装 置

署 所 端 末 装 置

表 示 盤

気 象 情 報 収 集 装 置

災害状況等自動案内装置

順 次 指 令 装 置

音 声 合 成 装 置

出 動 車 両 運 用 管 理 装 置

シ ス テ ム 監 視 装 置

１ １ ９ 番 補 助 受 付 装 置

統合型位置情報受信装置

Ｆ Ａ Ｘ １ １ ９ 受 信 装 置

ＦＡＸ自動応答案内装置

画 像 伝 送 装 置

支 援 情 報 シ ス テ ム

警 防 本 部 設 備

Ｗｅｂ１１９通報システム

災 害 情 報 提 供 装 置

災 害 放 送 案 内 装 置

Ｊ － Ａ Ｌ Ｅ Ｒ Ｔ 設 備

非常用通信指令システム

　　　 その主な機器装置は次のとおりです。

　　　 消防通信指令システムは、高機能消防指令センター装置（Ⅲ型）を導入しており、

　 　通信指令課と消防署・出張所をコンピュータオンラインネットワークで結んでいます。

　 　　消防車両についても、携帯電話回線、無線回線を使用してネットワーク化を図り、

 　　災害通信情報を最新鋭のコンピュータ技術で処理することにより、１１９番通報の受

 　　付から消防車両等の災害現場到着までの迅速化を図っています。　

（平成26年3月全面更新、令和2年3月部分更新）

概　　　　　要

 １１９番受付（通常モード３台）

 １１９番受付　複座型３座席

 指令情報送信・出力

 システム機能制御・二重化構成

 指令台通話内容録音

 災害地点検索・地図表示

 出動隊編成・災害事案管理

 風向・風速・気温・湿度・雨量等

 車両運用・支援情報・多目的情報

 署所端末制御・指令情報出力

 １１９番回線ＦＡＸ通報受付

 発信地情報・位置情報の取得

 輻輳時・非常時受付

 システム状態監視

 車両動態管理・出動経路探査

 指令情報等の音声合成変換

 関係機関への災害情報自動伝達

 災害情報・当番医情報（電話案内）

 受付電話（５台）・簡易型指令装置（２台）

 各種支援情報管理（Ｗｅｂ方式）

 災害現場映像の伝送

 災害情報・当番医情報（ＦＡＸ案内）

 全国瞬時警報システム

 各市村防災行政無線接続

 災害情報等のメール配信

 携帯電話による聴覚障がい者等通報受付

 大型モニター・無線・電話・ＦＡＸ等
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１　消防通信指令システム主要装置

装　　　　置　　　　名 数量

指 令 台

指 揮 台

自 動 出 動 指 定 装 置

地 図 等 検 索 装 置

長 時 間 録 音 装 置

指 令 制 御 装 置

指 令 電 送 装 置

署 所 端 末 装 置

表 示 盤

気 象 情 報 収 集 装 置

災害状況等自動案内装置

順 次 指 令 装 置

音 声 合 成 装 置

出 動 車 両 運 用 管 理 装 置

シ ス テ ム 監 視 装 置

１ １ ９ 番 補 助 受 付 装 置

統合型位置情報受信装置

Ｆ Ａ Ｘ １ １ ９ 受 信 装 置

ＦＡＸ自動応答案内装置

画 像 伝 送 装 置

支 援 情 報 シ ス テ ム

警 防 本 部 設 備

Ｗｅｂ１１９通報システム

災 害 情 報 提 供 装 置

災 害 放 送 案 内 装 置

Ｊ － Ａ Ｌ Ｅ Ｒ Ｔ 設 備

非常用通信指令システム

　　　 その主な機器装置は次のとおりです。

　　　 消防通信指令システムは、高機能消防指令センター装置（Ⅲ型）を導入しており、

　 　通信指令課と消防署・出張所をコンピュータオンラインネットワークで結んでいます。

　 　　消防車両についても、携帯電話回線、無線回線を使用してネットワーク化を図り、

 　　災害通信情報を最新鋭のコンピュータ技術で処理することにより、１１９番通報の受

 　　付から消防車両等の災害現場到着までの迅速化を図っています。　

（平成26年3月全面更新、令和2年3月部分更新）

概　　　　　要

 １１９番受付（通常モード３台）

 １１９番受付　複座型３座席

 指令情報送信・出力

 システム機能制御・二重化構成

 指令台通話内容録音

 災害地点検索・地図表示

 出動隊編成・災害事案管理

 風向・風速・気温・湿度・雨量等

 車両運用・支援情報・多目的情報

 署所端末制御・指令情報出力

 １１９番回線ＦＡＸ通報受付

 発信地情報・位置情報の取得

 輻輳時・非常時受付

 システム状態監視

 車両動態管理・出動経路探査

 指令情報等の音声合成変換

 関係機関への災害情報自動伝達

 災害情報・当番医情報（電話案内）

 受付電話（５台）・簡易型指令装置（２台）

 各種支援情報管理（Ｗｅｂ方式）

 災害現場映像の伝送

 災害情報・当番医情報（ＦＡＸ案内）

 全国瞬時警報システム

 各市村防災行政無線接続

 災害情報等のメール配信

 携帯電話による聴覚障がい者等通報受付

 大型モニター・無線・電話・ＦＡＸ等

２　無線局配置状況

可

搬

型

車

載

型

携

帯

型

可

搬

型

携

帯

型

署

活

動

用

― ― ― ― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ― ― ―

― ― ― ― ―

庄 内 出 張 所 ― ― ― ― ―

― ― ― ― ―

神 林 出 張 所 ― ― ― ― ―

― ― ― ― ―

― ― ― ― ―

山 辺 出 張 所 ― ― ― ― ―

― ― ― ― ―

― ― ― ― ―

― ― ― ― ―

― ― ― ― ―

安 曇 出 張 所 ― ― ― ― ―

― ― ― ― ―

― ― ― ― ―

― ― ― ― ―

― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ― ― ―

デ　ジ　タ　ル
衛

星

地

球

局

ア　ナ　ロ　グ

陸上移動局
基

地

局

基

地

局

陸上移動局

消 防 局

総 数

広 丘 消 防 署

塩 尻 消 防 署

渚 消 防 署

本 郷 消 防 署

芳 川 消 防 署

丸 の 内 消 防 署

穂 高 消 防 署

梓 川 消 防 署

豊 科 消 防 署

前進基地局（ 麻 績 ）

前進基地局（芥子坊主）

明 科 消 防 署

安 房 ト ン ネ ル

長 野 道 ト ン ネ ル

山 形 消 防 署

麻 績 消 防 署

消防署等

種 別
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３ １１９番通報受付状況

災

害

試

験

照

会

当
番
医

悪

戯

訓

練

転

送

他
機
関

そ
の
他

総

数

固定電話
ＩＰ電話
携帯電話

※その他の内訳は、医療相談、間違い、同報等です。

　　令和４年の１１９番通報の受付件数は、２５,２４０件で前年より３，０２２件増加しています。

　　この件数は、１日平均約６９件、およそ２１分に１件の割合で１１９番通報を受付したことにな

　　受付状況は、火災、救急等の災害による通報が１９,８６４件で、前年より２，６７３件増加し、

　　また、災害以外の通報は、５,３７６件で、前年より３４９件増加し、全体の２１．３％を占め

12月

10月

11月

8月

9月

総　数

区 分

6月

　　　　 　　（単位：件）

7月

内
訳

1月

　ります。

　ています。

　全体の７８．７％を占めています。

2月

3月

4月

5月
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４　地域住民等を対象としたシステム

　⑴　Ｗｅｂ１１９通報システム受信状況

　　 　　Ｗｅｂ１１９通報システムは聴覚や音声、言語機能に障がいのある方を対象とした緊

　　 　急通報システムで、平成２６年３月にシステムを更新し、指令台と接続しました。

　 　　　携帯電話やスマートフォンのＷｅｂ画面から緊急通報することにより、通報者の位置

　 　　情報や災害情報などを把握します。

　 　　　平成２９年４月１日現在の総登録者数は、３市３村で９５人となっています。

　 　　　また、平成２８年中の災害に関する緊急通報は４件（うち火災１件、救急３件）でした。

　⑵　インターネットを活用した災害情報公開システム

　　　 　

　 　 ■　消防局ホームページ　
　　　　　携帯サイトも設置し、災害情報等を提供しています。
　 　　 　ホームページアドレス　　http://www.m-kouiki119.jp
 　       （携帯サイト、スマートフォンサイトも開設しています。）

  　　■　災害情報メール
 　 　　　携帯電話やパソコンへ災害情報をメールで送信しています。

　

　

　Ｗｅｂ１１９通報システムは聴覚や音声、言語機能に障がいのある方を対象とした緊急通報
システムで、平成２６年３月にシステムを更新し、指令台と接続しました。
　携帯電話やスマートフォンのＷｅｂ画面から緊急通報することにより、通報者の位置情報や
災害情報などを把握します。
　令和４年の災害に関する緊急通報は２件でした。

　インターネットを活用してリアルタイムな災害情報等を提供しています。

固定電話

件

ＩＰ電話

件

携帯電話

件

■１１９番受付回線別状況

総 数

２５，２４０件

災害

件

試験

件
当番医照会

件
悪戯

件
訓練

件

他機関

転送

件その他

件

■１１９番受付状況

総 数

２５，２４０件
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松
本
広
域
消
防
局
　
発
足
30
周
年
特
集

消

防

年

報

令
和
五
年
度

松
本
広
域
消
防
局

松
本
広
域
消
防
局
　
発
足
30
周
年
特
集

令和 5 年度　松本広域消防局発足 3 0 周年記念特集

消 防 年 報
消

防

年

報

松本広域消防局

Matsumoto
Regional
Fire Bureau

松本広域消防局
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